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秋はイベントづくし
　10 月は食、スポーツ、文化
にまつわる数々のイベントが
開催されました。一部は 20 ～
21 ページでご紹介しています。
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観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
？

　

村
で
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
11
年
度
ま

で
の
４
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
村
の
観

光
の
将
来
像「
木
島
平
村
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
令
和
８
年
３
月
、
そ
の
具
体
的
な
実
行

計
画
（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
を
令
和
８

年
９
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
村
が
目
指
す
新
し
い
観
光
の

あ
り
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
．

い
ま
、
な
ぜ
必
要
か

２
．

　

近
年
、
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
多
く
の
観
光
客
を
集
め
る
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
暮
ら
し
や
自
然
環
境
を
守

り
な
が
ら
、
来
訪
者
に
そ
の
魅
力
を
体
験

し
て
も
ら
う
「
持
続
可
能
な
観
光
」
へ
の

考
え
方
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

木
島
平
村
に
も
、
豊
か
な
自
然
、
農
業
、

米
や
野
菜
な
ど
の
お
い
し
い
食
、
ス
キ
ー

場
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
等
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
、
カ
ヤ
の
平
高
原
な
ど
、
多

く
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
人
口
減
少
や
担
い
手
不

足
、
冬
季
へ
の
観
光
集
中
、
村
全
体
で
の

連
携
を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
な
ど
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
木
島
平
村
ら
し
い
観

光
の
あ
り
方
を
改
め
て
整
理
し
、
村
民
、

事
業
者
、
行
政
が
、
同
じ
方
向
を
向
い
て

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
こ
の
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

◉
課
題
そ
の
１

○
人
口
減
少
と
担
い
手
不
足
の
状
況

 

・
30
年
で
人
口
約
30
％
減

　

村
の
人
口
は
平
成
２
年
と
比
べ
て
約
30

％
も
減
少
し
て
お
り
、
観
光
を
支
え
る
事

業
者
数
も
こ
の
10
年
で
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

◉
課
題
そ
の
２

○
冬
季
シ
ー
ズ
ン
集
中
へ
の
過
度
な
依
存

グラフ１　村の人口と世帯数の推移

グラフ２　村における観光地利用者延数（人）

基
本
理
念
と
コ
ン
セ
プ
ト

　

年
間
観
光
客
数
の
約
44
％
が
、
12
月
～

２
月
と
い
う
冬
の
３
ヶ
月
間
に
集
中
し
て

お
り
、
春
や
秋
の
集
客
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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基
本
理
念
と
コ
ン
セ
プ
ト

３
．

◉
村
が
大
切
に
す
る
観
光
の
考
え
方

　

大
規
模
な
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、
日
々
の
暮
ら
し
や
農
業
、
四

季
の
自
然
、人
と
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た
、

こ
の
村
に
も
と
も
と
あ
る
魅
力
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
訪
れ
る
人
と
の
丁
寧
な
関
係

を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

◉
基
本
理
念

　
「
観
光
は
、
村
の
暮
ら
し
や
営
み
を
守

　

る
こ
と
を
前
提
と
し
、
そ
の
魅
力
を
無

　

理
の
な
い
か
た
ち
で
ひ
ら
い
て
い
く
も

　

の
で
あ
る
」

　

村
の
風
景
、
農
作
業
、
人
と
の
語
ら
い
、

雪
や
森
の
自
然
な
ど
、
普
段
の
暮
ら
し
の

中
に
あ
る
価
値
こ
そ
が
「
木
島
平
村
ら
し

さ
」
で
す
。

　

観
光
は
、
そ
の
暮
ら
し
を
壊
す
も
の
で

は
な
く
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
手
段
と

し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
り
、
観
光
事

業
者
、
農
業
者
、
商
工
関
係
者
、
ス
ポ
ー

ツ
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
村
民
に

よ
る
会
議
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

村
の
魅
力
は
特
別
に
つ
く
ら
れ
た
観
光
資

源
だ
け
で
は
な
く
、「
日
々
の
暮
ら
し
の

中
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

◉
コ
ン
セ
プ
ト

　
『
暮
ら
し
ま
る
ご
と
、
う
ま
い
村
。

　

木
島
平
村
』

　

―
暮
ら
し
・
農
・
観
光
が
つ
な
が

　

る
、
関
係
づ
く
り
の
村
へ
―

　
　 

３
つ
の
基
本
施
策
と

　
　
　
具
体
的
な
実
行
計
画

４
．

　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
将
来
像
の
実
現

に
向
け
て
、
次
の
３
つ
を
基
本
施
策
と
し

て
進
め
ま
す
。

◉
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
る
観
光
へ

　

木
島
平
村
の
観
光
は
、
観
光
事
業
者
や

行
政
だ
け
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

村
の
景
色
、
農
業
、
食
、
文
化
、
人
の

交
流
な
ど
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
そ

の
も
の
が
木
島
平
村
の
魅
力
で
す
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
外
か
ら
人
を
呼
ぶ

た
め
だ
け
の
計
画
で
は
な
く
、
木
島
平
ら

し
い
暮
ら
し
を
守
り
、
次
の
世
代
に
つ
な

い
で
い
く
た
め
の
方
針
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
行
政
、
事
業
者
、
村
民

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
を
持

ち
寄
り
な
が
ら
、
木
島
平
村
ら
し
い
、
無

理
の
な
い
観
光
を
育
て
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

  

① 

村
一
体
と
な
っ
た

　
　
　

観
光
推
進
の
体
制
づ
く
り

　

観
光
、
農
業
、
事
業
者
な
ど
関
係
者
が

横
断
的
に
連
携
し
、
地
域
全
体
で
来
訪
者

  

③ 

木
島
平
村
フ
ァ
ン
の
拡
大
と

　
　
　
　

継
続
し
た
関
係
づ
く
り

　

一
過
性
の
観
光
で
終
わ
ら
せ
ず
、
村
と

深
く
、
継
続
的
に
関
わ
り
続
け
て
も
ら
う

  

② 

村
の
暮
ら
し
を
軸
に
し
た

　
　
　

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発

　

農
業
体
験
、
食
体
験
、
自
然
体
験
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
会
な
ど
、
木
島
平
村
な

ら
で
は
の
暮
ら
し
に
触
れ
ら
れ
る
体
験
の

整
備
・
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

◉
ア
ク
シ
ョ
ン　

　

ロ
ー
カ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
（

※
）

整
備
事
業

〇
事
業
目
的

　

日
々
の
暮
ら
し
や
地
域
資
源
を
活
用
し

た
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
・
拡
充

〇
主
な
取
組

　

日
常
に
あ
る
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
、
既

存
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
リ
ス
ト
化
に
よ
る

案
内
体
制
の
整
備
拡
充
な
ど
。

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
５
】

　

こ
の
「
う
ま
い
村
」
に
は
、
３
つ
の
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
米
や
水
な
ど
の
「
旨
い
」
食

②
雪
国
の
知
恵
や
職
人
の
「

巧
い
」

技

③
自
然
と
共
に
生
き
る
知
恵
、
あ
た
た
か

　

い
人
柄
な
ど
、
心
豊
か
な
「
上
手
い
」

　

生
き
方

　

何
気
な
い
「
う
ま
い
」
日
常
こ
そ
が
、

訪
れ
る
人
に
と
っ
て
は
大
き
な
魅
力
・
価

値
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
村
民

の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
大
切
に
守
っ
て
き

た
暮
ら
し
そ
の
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
村
の
日
常
そ
の
も
の
を
、
最
高

の
観
光
資
源
と
し
て
磨
き
上
げ
ま
す
。

を
迎
え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◉
ア
ク
シ
ョ
ン

　

観
光
推
進
体
制
強
化
事
業

〇
事
業
目
的

　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
、
関
係
機
関
が
連
携
す
る
推
進
体
制
を

構
築
し
ま
す
。

〇
主
な
取
組

　

推
進
会
議
の
開
催（
各
事
業
進
捗
監
理
、

事
業
評
価
、
次
年
度
事
業
検
討
）

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
応
じ
て
情
報
発
信
を
強
化

し
、
再
訪
や
継
続
的
な
交
流
に
つ
な
が
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◉
ア
ク
シ
ョ
ン　

　

関
係
人
口
育
成
事
業

〇
事
業
目
的

　

継
続
的
な
交
流
人
口
お
よ
び
関
係
人
口

の
創
設

〇
主
な
取
組

　

村
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
制
度
の
創
設
、
会
員

へ
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
・
マ
イ
ペ
ー
ジ
等

に
よ
る
鮮
度
の
高
い
情
報
発
信

　
　 

未
来
の
観
光
の
た
め
に

５
．

（
※
）
ロ
ー
カ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
、

　
「
木
島
平
村
を
体
験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
」
の
こ
と
で
す
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（派遣職員２人を除いた数）

※ 12:00 ～ 13:00 休憩時間

▼職員の採用・退職

▼勤務時間 ▼育児休暇取得者数

▼休日・休暇 ▼介護休暇取得者数

▼年次休暇の平均取得日数

▼一般行政職の級別職員数と構成比の状況

１．職員の任免および職員に関する状況

村の人事行政運営等の状況を
公表します

村の職員給与や人事行政などについて、概要をお知らせします。
※基準は主として令和８年４月現在

【総務係　内線１０８】

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

合計
職制上の段階 主事

保育士
主任

主任保育士
主査

主査保育士

係長
主幹

園長補佐

課等の長
園長

複雑かつ困難
な業務を行う

課等の長

職員数 ( 人 ) 11 21 16 17 9 １ 75
構成比 (％） 14.7 28.0 21.3 22.7 12.0 1.3 100

令和８年度採用者数 令和７年度退職者数 増減
４人 ３人 １人

▼一般職の給与費（令和８年度普通会計当初予算）

職員数（Ａ）※１ 70 人

給与費

給料 2 億 7,243 万 1 千円

職員手当    3,435 万円

期末・勤勉手当 1 億 1,521 万 8 千円

合計（Ｂ） 4 億 2,199 万 9 千円

1 人当たり給与費 ( Ｂ / Ａ )      602 万 8 千円

１週間の勤務時間 38 時間 45 分

勤務時間 8:30 ～ 17:15

取得期間 男性 女性

3 月以下 0 人 ０人

3 月超え 6 月以下 0 人 0 人

6 月超え 1 年以下 0 人 １人

1 年超え 3 年以下 0 人 １人

休日 土・日・祝日

年末・年始休暇 12/29 ～ 1/3

▼人件費（令和７年度普通会計決算）

歳出額 46 億 5,324 万 7 千円

人件費 ８億 5,945 万 1 千円

人件費率 18.5％

※１　派遣職員と特別会計職員を除いた人数

２．勤務時間および勤務条件（令和７年度）

令和７年 9.4 日

令和６年 9.6 日

男性 ０人

女性 ０人

３．職員の給与の状況



2026.11

5

①定期健康診断と人間ドックの実施
②職員と村において分担、拠出する財源により短期
　給付事業、長期給付事業、福祉事業等の実施
③木島平村職員互助会を設置し福利厚生事業、元気
　回復事業等などの事業を実施
④公務災害 0 件　通勤災害０件

▼職員の平均年齢と平均給与月額

▼職員の福祉と利益の保護の状況

▼職員の分限および懲戒処分などの状況

区分 平均年齢 平均給与月額
一般行政職 42 歳４か月 325,783 円
技能労務職

▼職員の研修状況

区分 内容

独自研修 ハラスメント、レジリエンス、タイムマネジメント、人事評価制度、生成 AI 活用、DX 推進、
人権、例規システム、エクセル基礎・中級など

村以外が主催
する研修会

（長野県市町村
職員研修セン

ター等）

◉役職別研修（新規採用職員、中堅職員、係長、部課長、管理職特別セミナー、税務職員初任者、
　税務管理・徴収事務、法制執務研修、議会事務、人事・給与管理事務、定年延長）
◉職務系研修（ネットワーク応用、部下育成支援、折衝力・交渉力、カウンセリングマインド、文章
　作成能力向上、ヘビ―クレーム、接遇力向上、部下育成コミュニケーション、中学校キャリア教育、
　ビルド＆スクラップ、公共交通とまちづくり、地域産業の振興、土地評価事務）など

▼各種手当

区分 令和 7 年度支給割合

役職段階別
加算

3 級職員 : ５％
4 級職員 :10％
5 級職員 :10％
6 級職員 :15%

期末手当 勤勉手当

１～5級 6 級 １～５級 6 級

  6 月 1.25 月分 1.05 月分 1.05 月分 1.25 月分

12 月 1.275 月分 1.075 月分 1.075 月分 1.275 月分

合計 2.525 月分 2.125 月分 2.125 月分 2.525 月分

扶養手当
※扶養者が
いる場合に
支給（月額）

  配偶者   3,000 円

  子 11,500 円

  親等   6,500 円

  15 ～ 22 歳の子等（加算）   5,000 円

住居手当 賃貸の場合（限度額） 28,000 円

通勤手当
交通機関等（限度額） 55,000 円

自家用車等（限度額） 38,700 円

▼特別職の報酬など（令和 7 年度）
月額

（実支給額） 期末手当

村長 646,200 円

月額× 1.4 × 3.475 月分

副村長 572,800 円

教育長 501,600 円

議長 257,000 円

副議長 180,000 円

議員 155,000 円

分限処分 ０件  職員がその職責を十分果たすこと
 ができない場合に行われる処分。

懲戒処分 ０件

 一定の義務違反に対する職員の道
 義的責任を明らかにし、公務にお
 ける規律と秩序を維持することを
 目的とする。

訓告など ２件  自己の責任を自覚させ、姿勢の改善、
 意識向上を目的とする。

【職務の遂行にあたって、職員が遵守すべき事項】
①職務命令等に従う義務　②信用失墜行為の禁止
③守秘義務　④職務専念義務　⑤政治的行為の制限
⑥争議行為の禁止　⑦営利企業等の従事制限

▼職員の服務の状況

▼人事評価の状況

【営利企業等の従事制限に関わる許可の状況】
申請件数４件　承認件数４件

評価方法・回数 評価期間

業績評価
（年 2 回）

前期：令和７年 4 月～令和７年 9 月
後期：令和７年 10 月～令和８年 3 月

能力評価
（年２回）

前期：令和７年４月～令和７年９月
後期：令和７年 10 月～令和８年３月

　人事評価は、「人材育成の促進」および「公務能率改善
による住民サービスの向上」を図ることを目的に、全職
員を対象に実施しています。評価結果については、処遇
に反映しています。

４．その他の状況（令和７年度）

※令和 7 年４月１日から令和 8 年３月 31 日まで
　村長 10％、副村長・ 教育長５％ の削減をして
　います。
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
隆
さ
ん

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、

渡
辺
隆
さ
ん
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

令
和
11
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

【
税
務
会
計
係　

内
線
１
１
２
】

渡辺  隆
たかし

さん
 （糠千）

  

令
和
８
年
度　

電
源
立
地
地
域

　
　
　
　
　

対
策
交
付
金
を
活
用

　
「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」
は
、

水
力
発
電
な
ど
の
発
電
施
設
の
所
在
す
る

市
町
村
に
対
し
、
国
か
ら
長
野
県
を
通
じ

て
市
町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

◉
対
象
事
業

　

地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
す
る
、
公
共
施
設
の
整
備
や
地
域
活
性

化
事
業
。

◉
村
で
の
用
途

　

村
に
は
樽
川
水
力
発
電
所
が
あ
り
、

４
４
０
万
円
の
交
付
を
受
け
、
お
ひ
さ
ま

保
育
園
に
関
係
す
る
保
育
所
運
営
費
に
充

当
し
、
児
童
福
祉
・
幼
児
教
育
の
向
上
と

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

  

国
民
年
金
保
険
料
が

　

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
納
付
可
能
に

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
現
金
、
口
座

振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、Pay-easy

な
ど
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

を
使
用
し
た
電
子
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
）

決
済
で
の
納
付
が
で
き
ま
す
。

◉
必
要
な
も
の

 

・
納
付
書　

 

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン　

 

・
決
済
ア
プ
リ

◉
対
象
決
済
ア
プ
リ

 

・AEO
N

Pay　

・auPAY　

・
d
払
い

 

・PayPay　
　

・
楽
天
ペ
イ

 

・PayB

（PayB

と
提
携
し
て
い
る
決
済

　

ア
プ
リ
を
含
む
。）　

◉
決
済
方
法

①
決
済
ア
プ
リ
を
起
動
す
る

②
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
機
能
で
、
納
付
書
の

　

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

③
決
済
内
容
を
確
認
す
る

④
納
付
完
了

※
各
決
済
ア
プ
リ
の
操
作
方
法
な
ど
に
つ

　

い
て
は
、
ご
利
用
の
決
済
事
業
者
に
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
【
住
民
係　

内
線
１
２
３
】

   

小
・
中
学
校
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

   　
　
　
　
「
最
良
の
教
育
環
境
」
を
検
討
開
始

　

広
報
８
月
号
掲
載
の
と
お
り
、
村
教
育

委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
木
島
平
村
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
「
最
良
の

教
育
環
境
」
の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

  

検
討
の
背
景

　

次
の
２
つ
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

  

課　

題
　
　
　
　
　

内　

容

児
童
生
徒

数
の
減
少

　

10
年
後
に
は
、
児
童
生
徒
数
が

次
の
よ
う
に
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校　

１
８
３
人
→
約
60
人

中
学
校　

１
０
３
人
→
約
40
人

 

校
舎
の

　

老
朽
化
　

10
年
後
に
は
、
中
学
校
の
校
舎

が
築
57
年
を
迎
え
ま
す

  

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
守
る
た
め
に

　

子
ど
も
た
ち
が
多
様
な
仲
間
と
交
流

し
、
安
全
・
安
心
で
、
豊
か
な
学
び
を
得

ら
れ
る
環
境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
学
校
の
規
模
・
場
所
・
あ
り
方
を
含

め
た
見
直
し
を
、
避
け
て
通
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

学
校
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
行
政
だ
け
で
決
め
る
の

で
は
な
く
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
未

来
の
学
校
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

  

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

　

村
民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な
思
い
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
す
。 

　

皆
さ
ん
の
自
由
な
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お

送
り
く
だ
さ
い
。（
１
人
１
回
答
）

◉
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

〇
募
集
期
間　

　

11
月
13
日
～
12
月
28
日
（
月
）

〇
対
象　

木
島
平
村
民

〇
回
答
方
法

 

・
下
の
二
次
元
コ
ー

　

ド
か
ら
回
答

 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

　

を
回
収
箱
へ
投
函
（

用
紙
と
回
収
箱

　

は
役
場
と
農
村
交
流
館
に
あ
り
ま
す
）

 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信

〇
自
由
記
述
欄
の
例

・「
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
子
ど
も
た
ち

に
ど
ん
な
環
境
で
学
ん
で
ほ
し
い
か
」

・「
変
化
し
続
け
る
社
会
の
中
で
、
こ

れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
、
現

在
感
じ
て
い
る
こ
と
や
期
待
し
て
い
る

こ
と
」
な
ど

◉
問
い
合
わ
せ
先

　　
　
【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】 （第２弾）

アンケート
回答フォーム
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村では村民を対象に、健康増進および子育て支
援を目的として、村内２か所にあるスキー場のリ
フト券購入費用の全額、または一部を助成してい
ます。ぜひご利用ください。

【商工観光係　内線１３５】

対　象 補助リフト券 補助額 スノーリゾート　　
　　ロマンスの神様 The きじまスノーパーク

小学生

１日券 全額

学校を通じで各児童お
よび生徒にＩＣチケッ
トを配布します。

マイナンバーカード等の個人
を確認できるものを発券所へ
持参してください。中学生

年度内に満 16 歳
から満 18 歳の誕
生日を迎える方

学生証やマイナンバーカード等の個人を確認できるもの
を各券売所に持参し、発券を受けてください。

年小～小学３年生
の保護者 10 回券×２ 全額 園児および児童１人につき２枚の引換券を配布します。

各券売所でリフト券と引換えてください。

全村民
（上記以外） シーズン券 半額

（上限２万円）
顔写真付き身分証明書を各発券所へ持参し申請してくだ
さい。

リフト券の補助対象者と補助額

村民リフト券補助
◉購入方法などの問い合わせ先
・スノーリゾートロマンスの神様

電話 0269（82）4627
・The きじまスノーパーク

電話 0269（82）4150

令和９年度  個人村民税・県民税（住民税）改正

①給与所得控除の改正
　物価上昇に伴う税負担等の調整により、給与所得控除の最低保障額の引上げなどが行われます。

◉給与収入額が 220 万円以下の方の控除額の、最低
保障額が引き上げられました。
〇令和９年度分および令和 10 年度分の村民税・県民
税については、控除額の最低保障額を更に５万円引き
上げ、74 万円となります。
〇令和８年中及び令和９年中の給与収入が 220 万円
以下の場合、給与収入から 74 万円を差し引いた額が

給与等の
収入金額

改正前
（R8）

改正後
R9・R10 R11

190 万円以下 65 万円 74 万円 69 万円

190 万円～
220 万円

給与等の収入金額
× 30％ + ８万円 74 万円 69 万円

②扶養親族などの所得要件の引き上げ

扶養親族等の区分 改正前※ 改正後※
扶養親族

58 万円以下（123 万円以下）
62 万円以下

（～ 136 万円）
同一生計配偶者
ひとり親の生計を一
にする子
配偶者特別控除の対
象になる配偶者

58 万円超～ 133 万円以下
（123 万円～ 201 万 5,999 円）

62 万円超～ 133 万円以下
（136 万円～ 207 万円）

特定親族特別控除の
対象になる親族

58 万円超～ 133 万円以下
（123 万円～ 188 万）

62 万円超～ 123 万円以下
（136 万円～ 197 万円）

勤労学生 85 万円以下（150 万円以下） 89 万円以下（163 万円以下）

各種控除の所得要件が改正されます。 ※（）内の金額は「収入が給与のみの場合の収入額」です。

【税務会計係　内線１１２】

令和９年度分及び令和 10 年度分の村民税・県民税に
おける給与所得となります。

③住宅ローン控除の延長
◉住宅ローン控除適用期
限が５年延長され、令和
12 年 12 月 31 日までに
入居した方が対象です。
◉所得税から控除しきれ
ない額について、所得税
の課税総所得金額の５％

（ 最 高 9.75 万 円 ） の 範
囲内で、翌年度の個人住
民税から控除されます。
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支
給
要
件
の
ご
確
認
を

　
　
　
　
　
　
　

介
護
慰
労
金

　

村
で
は
、
次
の
支
給
要
件
を
満
た
す
方

へ
、
介
護
慰
労
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

◉
支
給
対
象
者

　

村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
要
介
護
３
以

上
の
高
齢
者
、
ま
た
は
重
度
心
身
障
害
者

（

児
）

を
６
か
月
以
上
在
宅
で
介
護
し
た
方

◉
申
請
方
法

 

・
健
康
福
祉
係
、
ま
た
は
地
区
民
生
委
員

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
既
に
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
地
区

民
生
委
員
を
通
じ
て
申
請
書
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

◉
対
象
期
間　

令
和
７
年
11
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
８
年
10
月
31
日

※
た
だ
し
、
入
院
期
間
・
施
設
入
所
等
期

間
は
「
在
宅
介
護
期
間
」
か
ら
除
き
ま
す
。

◉
支
給
金
額　

５
万
円

◉
提
出
期
限　

11
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　
【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
も
便
利
に
！

　

11
月
に
入
り
、
年
末
に
向
け
て
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
検
討
さ
れ
る
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
特
産
品

を
受
け
取
り
な
が
ら
、
応
援
し
た
い
自
治

体
に
寄
付
が
で
き
る
制
度
と
し
て
、
毎
年

多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
カ
ー
ド
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
場
合
、
申
請
手
続
き
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
完
結
で
き
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
申
請
書
の
印
刷
や
記
入
、
本

人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
、
郵
送
と
い
っ
た

手
間
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
特
に
会
社
員
や
公
務
員
の
方
な
ど
、
確

定
申
告
が
不
要
な
方
が
利
用
し
や
す
い

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

使
う
こ
と
で
、
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

手
続
き
を
少
し
で
も
簡
単
に
す
る
た
め

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
上
手
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
【
住
民
係　

内
線
１
２
３
】

  

住
民
票
・
戸
籍
の
不
正
請
求
を

  

早
期
発
見
し
ま
す（
本
人
通
知
制
度
）

◉
制
度
の
概
要

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の

証
明
書
を
、
委
任
状
に
よ
り
代
理
人
や
第

三
者
に
交
付
し
た
場
合
に
、
事
前
に
登
録

し
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
交
付
し
た
事
実

を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

　

本
人
へ
の
通
知
に
よ
り
、
住
民
票
の
写

し
等
の
不
正
請
求
の
早
期
発
見
や
、
委
任

状
の
偽
造
の
抑
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◉
利
用
の
手
続
き

　

住
民
係
で
事
前
登
録
手
続
き
が
必
要
で

す
。
申
込
み
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

や
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔

写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で

す
。

【
住
民
係　

内
線
１
２
２
】

申請者
①事前登
　録手続⑤本人へ

通知

③委任状による請求

④証明書の交付

②委任状

役
場

代
理
人

  

冬
季
水
道
の
漏
水
に

　
　
　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

11
月
検
針
が
終
了
す
る
と
、
積
雪
の
た

め
４
月
末
ま
で
水
道
の
メ
ー
タ
ー
検
針
は

行
い
ま
せ
ん
。

※
ス
キ
ー
場
及
び
池
の
平
の
自
動
検
針
対

象
地
区
は
除
き
ま
す
。

◉
水
道
管
の
破
裂
に
注
意

　

冬
期
間
に
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
４
月

ま
で
漏
水
に
気
が
つ
か
な
い
こ
と
が
多
い

た
め
、
早
め
の
凍
結
防
止
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

◉
漏
水
だ
と
疑
え
る
ケ
ー
ス

 

・
急
に
水
道
が
出
な
く
な
っ
た

 

・
シ
ャ
ワ
ー
が
弱
く
な
っ
た
な
ど

　

こ
の
場
合
、
左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

指
定
工
事
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、長
期
間
留
守
に
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
水
抜
き
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◉
漏
水
時
に
は
一
部
減
免
が
あ
り
ま
す

　

漏
水
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
料
金

の
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
が
、
全
額
減
免

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
漏
水
に
気
が
つ
い
た
場
合

は
、
早
急
に
水
道
指
定
工
事
店
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
指
定
工
事
店
の
情
報

　

は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
【
環
境
整
備
係　

内
線
１
５
４
】

村公式
ウェブサイト
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後
期
高
齢
者
医
療
の

　
　
　

医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、医
療
費
通
知
を
年
１
回
送
付
し
ま
す
。

◉
送
付
時
期　

令
和
９
年
１
月
下
旬

※
令
和
７
年
11
月
～
令
和
８
年
10
月
診
療
分

◉
注
意
事
項

　

令
和
８
年
11
月
・
12
月
診
療
分
に
つ
い

て
は
、
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。

※
確
定
申
告
の
期
間
中
に
、
医
療
費
控
除
の

申
告
を
す
る
場
合
は
、
11
月
・
12
月
診
療
分

は
領
収
書
を
基
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
そ
の
他

　

12
月
上
旬
ま
で
に
被
保
険
者
が
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
場
合
は
医
療
費
通
知
が
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
場
合
は
長
野

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
直
接
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
先　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合  

保
健
事
業
室

電
話　

０
２
６
（
２
２
９
）
５
３
２
０

　
　
　
　
　
　
【
住
民
係　

内
線
１
２
１
】

  

新
増
築
・
取
壊
し
家
屋
の

　
　
　

  　

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

新
築
や
増
築
、
取
壊
し
を
さ
れ
た
と
き

は
、
税
務
会
計
係
ま
で
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

◉
新
築
・
増
築
・
改
築
を
し
た
場
合

　

年
内
（
12
月
31
日
ま
で
）
に
新
増
築
さ

れ
た
家
屋
の
所
有
者
に
は
、
来
年
度
か
ら

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
新
築
住

宅
に
つ
い
て
は
、
３
年
間
ま
た
は
５
年
間

の
固
定
資
産
税
額
の
軽
減
措
置
が
あ
り
、

県
税
の
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
も
同
じ

く
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◉
取
壊
し
た
場
合

　

年
内
に
建
物
を
取
壊
し
た
と
き
は
、
来

年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
届
出
が
な
い
場
合
、
す
で

に
な
い
家
屋
が
課
税
の
対
象
と
し
て
残

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
屋
の

取
壊
し
を
さ
れ
た
と
き
は
、
年
末
ま
で
に

税
務
会
計
係
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

〇
新
増
築
・
取
壊
し　

税
務
会
計
係

〇
不
動
産
取
得
税

　

長
野
県
総
合
県
税
事
務
所

　

電
話　

０
２
６
（
２
３
４
）
９
５
９
５

【
税
務
会
計
係　

内
線
１
１
０
】

  

不
動
産
の
相
続
登
記
・
住
所
等

　

変
更
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

◉
相
続
登
記
の
義
務
化

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ

た
場
合
、相
続
人
に
変
更
す
る
手
続
き
が
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

相
続
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に

相
続
登
記
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
住
所
等
変
更
登
記
の
義
務
化

登
記
簿
上
の
所
有
者
が
氏
名
や
名
称
、

住
所
等
を
変
更
し
た
場
合
も
、
令
和
８
年

４
月
１
日
か
ら
変
更
登
記
が
義
務
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
年
以
内
に
変
更
登
記
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
「
所
有
者
不
明
土
地
」
と
は

相
続
登
記
が
さ
れ
ず
、
不
動
産
登
記
簿

で
は
所
有
者
が
わ
か
ら
な
い
「
所
有
者
不

明
土
地
」
が
全
国
で
増
加
し
、
周
辺
地
域

の
環
境
悪
化
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
問
題
解
決
と
、
所
有
者
不

明
土
地
の
発
生
防
止
の
た
め
相
続
登
記
等

が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
も
登
記
情
報
を
基
に
所
有
者
の
変

更
・
課
税
を
行
っ
て
い
ま
す
。
村
か
ら
４

月
に
送
付
し
た
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
故
人
名
義
の
不
動

産
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
【
税
務
会
計
係　

内
線
１
１
０
】

  

令
和
８
年
度
税
制
改
正

　

  

固
定
資
産
税
の
主
な
変
更
点

　

令
和
９
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
な
る

税
の
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
新
築
住
宅
の
軽
減
措
置
が
延
長
・
見
直
し

 

・
軽
減
措
置
の
適
用
期
間
が
５
年
延
長

（
令
和
13
年
3
月
31
日
ま
で
）

 

・
床
面
積
要
件
の
見
直
し

（
下
限
40
㎡
以
上
）

 

・
災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
に
係
る
立
地
要

件
の
見
直
し

◉
免
税
点
を
見
直
し

※
免
税
点
と
は
…

　

村
内
に
お
い
て
同
一
人
が
所
有
す
る
、

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
そ
れ
ぞ
れ
の

課
税
標
準
額
の
合
計
が
基
準
額
に
満

た
な
い
場
合
、
課
税
さ
れ
な
い
制
度

 

・
家
屋　

20
万
円
→
30
万
円
未
満

 

・
償
却
資
産　

150
万
円
→

180
万
円
未
満

※
土
地
に
つ
い
て
は
30
万
円
未
満
か
ら
変

更
な
し

◉
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　
　
【
税
務
会
計
係　

内
線
１
１
０
】
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事
業
承
継
相
談
会

村
で
は
、
長
野
県
と
共
同
で
、
承
継
に

係
る
不
安
や
困
り
ご
と
を
、
専
門
家
に
相

談
で
き
る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

◉
日
時　

令
和
８
年
11
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◉
場
所　

役
場
２
階
第
３
会
議
室

◉
留
意
事
項　

相
談
無
料
・
要
申
込

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◉
申
込
先　

商
工
観
光
係
ま
た
は
左
記
へ

　

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

０
２
６
（
２
１
９
）
３
８
２
５

　
　
　
　
【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

  

農
振
青
地
（

農
用
地
区
域
）

の

　
　

除
外
・
編
入
申
請
受
付
開
始

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
総
合
見
直

し
の
た
め
中
止
し
て
い
た
申
請
受
付
を
、

11
月
１
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
【
農
林
係　

内
線
１
３
３
】

 　

奨
学
金
の
返
還
支
援

　

村
で
は
、
若
者
の
木
島
平
村
へ
の
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
推
進
を
図
る
た
め
、
奨
学
金
の

返
還
支
援
を
行
い
ま
す
。

◉
対
象
者

　

村
内
に
居
住
し
て
継
続
的
に
就
労
し
な

が
ら
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
、
初
回
の

申
請
時
に
30
歳
以
下
の
方

◉
補
助
内
容

①
村
内
で
就
労
し
て
い
る
方

　

申
請
日
の
前
年
に
返
還
し
た
奨
学
金
の

　

２
分
の
１
（
年
上
限
15
万
円
）

②
村
外
で
就
労
し
て
い
る
方

　

申
請
日
の
前
年
に
返
還
し
た
奨
学
金
の

　

３
分
の
１
（
年
上
限
10
万
円
）

◉
申
請
期
間

　

令
和
９
年
１
月
４
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
26
日（
金
）

※
毎
年
の
申
請
で
最
大
10
年
分
（
１
２
０

　

月
分
）
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま

た
は
広
報
11
月
号
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。【

子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
１
】

村公式
ウェブサイト

  

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
に
悩
む

　
　
　

家
族
の
学
習
会
を
開
催

　

身
近
な
人
の
お
酒
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
参
加
者
の
個
人
情
報
や
話
の

内
容
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。

◉
講
義
名
・
講
師

　
「
本
人
の
回
復
に
向
け
て
、
家
族
が
で

き
る
こ
と
」

　

栗
田
病
院　

看
護
部
長　

南
方
英
夫
氏

◉
対
象

　

家
族
の
お
酒
の
問
題
に
悩
ん
で
い
る
方

◉
日
時

　

12
月
８
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◉
参
加
費　

無
料

◉
場
所

　

長
野
県
飯
山
庁
舎　

３
階

　
（
飯
山
市
静
間
１
３
４
０—

１
）

◉
申
込
期
限

　

12
月
1
日
（
火
）

◉
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
支
援
課

　

電
話　

０
２
６
９
（
６
２
）
６
１
０
４

　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
）

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

　

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

　

家
庭
問
題
・
失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務

等
に
つ
い
て
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
併
せ
て
保
健
師
に
よ
る
無
料
の

健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

◉
日
時　

12
月
３
・
17
・
24
日
（
木
）

 

・
１
回
目　

午
後
２
時
～
３
時

 

・
２
回
目　

午
後
３
時
～
４
時

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た

　
　
「
も
う
け
話
」
に
ご
注
意
を

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
投
資
や
副
業
の
勧
誘
を
受
け

た
ら
、
ま
ず
は
疑
い
ま
し
ょ
う
。

◉
こ
ん
な
時
に
は
要
注
意

　

投
資
資
金
の
振
込
先
に
個
人
名
義
の
口

座
を
指
定
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
は
詐
欺
で

す
。
被
害
回
復
が
難
し
い
た
め
、
安
易
に

お
金
を
振
り
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

相
手
に
不
信
感
や
疑
問
を
抱
い
た
ら
、

す
ぐ
に
家
族
や
知
人
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。
被
害
回
復
を
あ
せ
っ
て
二
次
被
害
に

あ
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
の
で
、
併
せ
て

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◉
相
談
先

〇
長
野
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

０
２
６
３
（
４
０
）
３
６
６
０

〇
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

電
話
１
８
８

　
　
　
　
　
　
【
住
民
係　

内
線
１
２
１
】

長野県公式
ウェブサイト

◉
場
所　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
（
飯
山
市
静
間
１
３
４
０-

１
）

◉
予
約
申
込
方
法

　

相
談
希
望
日
の
前
週
金
曜
日
の
正
午
ま

で
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
申
込
先

　

北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　

電
話　

０
２
６
９
（
６
２
）
６
１
０
４

　
　
　
　
【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】
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停
電
情
報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
か
ら 

、

緊
急
時
に
役
立
つ
無
料
ア
プ
リ
「
停
電
情

報
お
知
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
の
ご

紹
介
で
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
ま
た
は
ご
自
宅
等
の

停
電
発
生
・
復
旧
の
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
通

知
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

離
れ
た
ご
実
家
、
学
校
な
ど
も
登
録
可

能
で
す
。
停
電
中
の
地
域
は
マ
ッ
プ
上
で

色
付
け
表
示
さ
れ
一
目
で
状
況
を
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
画
像
送
信
が
可
能

な
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
搭
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
電
気
設
備
に
関
す
る
ご
相
談
に
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
わ
か
り
や
す
く
お
答

え
し
ま
す
。

　

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
無
料
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
予
期
せ
ぬ
災

害
に
備
え
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

中
部
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ト

　

電
話　

０
１
２
０
（
９
８
５
）
２
３
２

【
総
務
係　

内
線
１
０
６
】 ※ iOS10 以上に対応

※ Ver6.0 以上に対応

Android はこちら

iOS はこちら

　

エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

お
昼
の
時
間
帯
（
正
午
～
午
後
１
時
）

に
お
け
る
利
用
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、

次
の
期
間
は
ご
み
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◉
期
間　

11
月
２
日
～
12
月
30
日
（
水
）

【
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川

　
　
　

   

０
２
６
９
（
６
９
）
１
０
８
５
】

  「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中

に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。
お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内
を
、固
定
金
利
（
年
３
・

15
％
（
令
和
７
年
９
月
１
日
現
在
））
で

利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の

ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検

索
し
て
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

電
話
（
０
５
７
０
）
０
０
８
６
５
６

ま
た
は
０
３
（
５
３
２
１
）
８
６
５
６

 

小
規
模
農
業
経
営
体

 　
　

労
災
保
険
加
入
を
義
務
化

　

制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
遅
く
と
も

２
０
３
１
年
（
令
和
13
年
）
７
月
ま
で

に
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
う
農
業
経
営

体
は
労
災
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
義
務
化
を
待
た
ず
、
早
め
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
労
災
保
険
制
度
や
手
続
き
の
流

れ
な
ど
、
詳
し
い
内
容
は
、
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

公式ポータル
サイト

   

飲
食
料
品
の
消
費
税
率
引
下
げ

　

令
和
９
年
４
月
１
日
（
木
）
か
ら
２
年

間
、
飲
食
料
品
の
消
費
税
率
が
１
％
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

国
税
庁
で
は
特
設
サ
イ
ト
を
開
設
し
、

資
料
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は

　

下
記
二
次
元
コ
ー

　

ド
か
ら

国税庁
消費税率引下げ
特設サイト

   

司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　

年
末
困
り
事
相
談
会

　

年
末
年
始
の
間
、
役
場
な
ど
の
窓
口
が

利
用
で
き
ず
、
深
刻
な
状
態
に
な
る
方
が

出
な
い
よ
う
に
、相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

借
金
、
生
活
保
護
、
養
育
費
、
離
婚
、
消

費
者
、労
働
な
ど
の
各
種
相
談
を
受
付
ま
す
。

◉
日
時　

12
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◉
相
談
方
法

〇
面
談
相
談
（
要
予
約
）

 
・
会
場　

長
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

 

・
電
話　

０
２
６
（
２
３
２
）
７
４
９
２

 

・
受
付
日
時　

　

11
月
24
日
（
火
）
～
12
月
17
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

〇
電
話
相
談
（
当
日
の
み
）

　

０
１
２
０
（
４
８
８
）
７
８
８
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村への移住・定住・空き家
に関するお知らせなどを

掲載します！

   『
農
あ
る
暮
ら
し
』
を
求
め
て

　

近
年
、
地
方
へ
移
り
住
む
だ
け
で
な
く

「
自
分
で
野
菜
を
育
て
た
い
」
や
「
農
業

に
関
わ
り
た
い
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
想

い
を
持
つ
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
『
農
あ
る
暮
ら
し
』
を
求
め
る
移
住
・

二
地
域
居
住
希
望
者
を
対
象
と
し
た
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
、
10
月
４
日
に
村
内
で
開
催

し
ま
し
た
。

   

笑
顔
あ
ふ
れ
る
稲
刈
り
体
験

　

木
島
平
村
で
農
業
に
携
わ
っ
て
い
る
先

輩
移
住
者
と
と
も
に
、
村
内
田
ん
ぼ
で
の

   

木
島
平
村
の
新
米
を
味
わ
う

　

お
昼
は
「
郷
の
家
」
に
て
、
地
域
の
恵

み
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
郷
土
料
理
ラ
ン

チ
。
羽
釜
で
炊
き
上
げ
ら
れ
た
主
役
の
新

米
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
本
当

に
美
味
し
い
」
と
、
た
く
さ
ん
の
嬉
し
い

言
葉
や
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

都
会
の
慌
た
だ
し
さ
か
ら
離
れ
、
歴
史

あ
る
空
間
で
自
然
の
音
に
癒
や
さ
れ
る
ひ

   

村
の
活
気
づ
く
り
と
移
住
推
進

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
実
り
豊

か
な
秋
の
恵
み
と
と
も
に
、
木
島
平
村
の

温
か
な
魅
力
が
ま
た
ひ
と
つ
、
誰
か
の
心

へ
と
届
い
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
村
で

は
今
後
も
、
こ
う
し
た
出
会
い
の
場
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
移
住
を
希
望
す
る
方
々

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
新

し
い
仲
間
を
、
村
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
温

か
く
迎
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
稲
刈
り
体
験
」
を
ご
用
意
し
、
首
都
圏

を
中
心
に
十
人
弱
の
参
加
者
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
稲
刈
り
日
和
。
青
空
の

も
と
、
み
な
さ
ん
会
話
を
は
ず
ま
せ
な
が

ら
、
楽
し
そ
う
に
手
鎌
で
の
刈
り
取
り
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
は
、名
水
「
龍
り
ゅ
う
興こ
う
寺じ

清
水
」

の
冷
た
い
湧
き
水
で
喉の
ど

を
潤
う
る
お
し
、
ほ
か
ほ

か
の
野
沢
菜
お
や
き
を
頬
張
り
な
が
ら
、

ほ
っ
と
一
息
つ
く
温
か
な
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

と
と
き
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
当
た
り
前

の
日
常
の
風
景
で
す
が
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
こ
れ
以
上
な
い
贅
沢
で
あ

り
、「
究
極
の
癒
や
し
」
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

有 

料 

広 

告
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問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800

観
光
振
興
局
通
信中條　恵

めぐ

美
み

167 

　　

こ
ん
に
ち
は
。
観
光
振
興
局
の
中
條
で

す
。
私
は
普
段
、
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木

島
平
で
観
光
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
初
め
に
姉
妹
都
市
で
あ
る
東
京
都

調
布
市
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
カ
ヤ
の
平
高

原
で
ブ
ナ
の
植
樹
体
験
を
お
こ
な
っ
て
き

ま
し
た
。
調
布
市
の
皆
さ
ん
は
ツ
ア
ー
で

毎
年
２
回
村
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
す
が
、
今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方

が
多
く
「
ブ
ナ
の
森
づ
く
り
」
を
楽
し
み

に
来
ら
れ
た
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

調
布
市
の
皆
さ
ん
に

　「
ブ
ナ
の
森
づ
く
り
」
を
案
内

　

ブ
ナ
の
大
木
の
周
り
に
あ
る
小
さ
な

木
を
広
い
場
所
へ
移
し
て
あ
げ
る
…
そ

ん
な
方
法
で
新
た
な
森
づ
く
り
が
で
き

る
の
だ
と
一
生
懸
命
に
ス
コ
ッ
プ
で
小

さ
な
ブ
ナ
の
木
を
掘
り
出
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
頑
張
り
が
あ
っ
て
か
、

１
９
８
本
も
の
ブ
ナ
を
移
植
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
内
山
紙
工
房
か
み
す

き
屋
で
の
紙
す
き
体
験
や
ソ
ラ
テ
ラ
ス

見
学
な
ど
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
調
布
市
の

み
な
さ
ん
に
は
木
島
平
村
を
も
っ
と
知

っ
て
い
た
だ
き
、「
ま
た
来
た
い
！
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲「ブナの森づくり」の様子

　
調
布
・
木
島
平
交
流
ク
ラ
ブ

   

　
稲
刈
り
体
験

　
　
　
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
！

▲前日の秋雨で、稲束は
　しっとりと重かった

姉
妹
都
市
交
流
推
進
員
の
島
﨑
光
太

で
す
。
今
回
は
、
９
月
26
日
か
ら
27
日

に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
交
流
ツ
ア
ー
の

様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

１
日
目
は
、
始
め
に
長
野
県
上
田
市

の
柳
町
を
訪
問
。
城
下
町
の
趣
き
あ
る

街
並
み
を
、
現
地
ガ
イ
ド
さ
ん
の
解
説

と
と
も
に
散
策
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

稲
刈
り
体
験
を
、
内
山
区
に
あ
る
交
流

田
で
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
鎌
を

手
に
、
一
株
ず
つ
丁
寧
に
稲
を
刈
り
取

り
ま
す
。
慣
れ
た
手
つ
き
の
方
や
、
思

う
よ
う
に
稲
を
刈
れ
な
い
方
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
奮
闘
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

農
家
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
参
加

者
は
精
米
の
工
程
を
見
学
し
た
り
、
子

ど
も
た
ち
を
コ
ン
バ
イ
ン
へ
乗
車
体
験

さ
せ
て
も
ら
え
る
な
ど
、
お
米
が
ど
の

よ
う
に
食
卓
ま
で
届
く
の
か
、
思
い
を

は
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
食
彩
市
場
た
る
川
で
の

お
買
い
物
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
店
頭
に
並

ぶ
新
鮮
な
野
菜
や
特
産
品
の
品
定
め
に

夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
村
の
豊
か
な
実

り
を
、
お
買
い
物
を
通
し
て
も
感
じ
て

い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　

旅
の
締
め
く
く
り
に
は
、
八
ヶ
岳
ア

ル
パ
カ
牧
場
を
訪
問
し
、
愛
ら
し
い
ア

ル
パ
カ
と
ふ
れ
あ
い
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
ツ
ア
ー
を
終
え
ま
し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
の
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
実
際
に
見
て
、
触
れ
て
、
味
わ

う
体
験
が
、
木
島
平
村
へ
の
理
解
や
関

心
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
れ

ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
う
し

た
交
流
の
機
会
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

調
布
市
と
木
島
平
村
の
つ
な
が
り
を
育

ん
で
い
き
ま
す
。

▲「たる川」での
　ショッピング
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健　康

だより

健康福祉係
内線１２７

糖
尿
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

11 月 14 日は世界糖尿病デー

血糖値が高まってしまうと…

　初期症状として、次の状態になります。

今からできる予防ポイント

◉食生活を見直しましょう
〇栄養バランスの良い食事をとる。
 ・主食、主菜、副菜を組み合わせましょう。
〇３食決まった時間に食べる。
〇野菜を先に、ゆっくりよく噛んで、腹八分目を目安にする。
 ・噛む目安は一口につき 30 回です。
〇間食は控える。お菓子や果物を食べるときは、朝食や昼食のデザートにする。
〇夕食は多く摂らない、就寝時刻の最低 2 時間以上前に摂る。
〇朝食は必ず食べる。
 ・朝だけでなく、昼・夕食後の血糖値の上昇が緩やかになります。

◉適正体重（BMI18.5 ～ 25 未満）を維持する。
◉喫煙や過度な飲酒は控えめにする。
◉毎日 7 〜 8 時間の睡眠時間とリラックス時間を確保する。
◉毎年健康診断を受診する。
※空腹時血糖や HbA1c（ヘモグロビン・エーワンシー）の数値を確認しましょう。

◉糖尿病はどんな病気か
　食事をすると、食べ物に含まれる糖質はブドウ糖に変わり、血液によって全身に運
ばれます。血液中のブドウ糖を「血糖」といい、その量を調整しているのが、すい臓
から分泌される「インスリン」というホルモンです。
　糖尿病になると、インスリンの量が不足したり、働きが悪くなり、血液中のブドウ
糖が増え、血糖値が高い状態が続きます。

◉のどが渇く
　（水をよく飲む）
◉頻尿になる

◉体重が減る

◉疲れやすい

　この糖尿病の初期状態は、自覚症状が
みられないことが多く、発見は遅れるこ
とがあります。

◉運動の習慣をつけましょう
〇歩ける距離は意識的に歩く。
〇できるだけ階段を利用する。
〇食事が終わってから 15 分後、遅くとも 30 分後までに体を動かす。
 ・体を動かす時間は最低 15 分程度を目安にしましょう。
〇スクワット、腹筋運動、かかとの上げ下げなど筋トレを行う。
 ・筋肉を維持、増強することによって、血液中のブドウ糖が速やかに取り込まれ、
　血糖値が下がりやすくなります。

体重管理と生活習慣の注意点
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　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　

第
52
回
長
野
県
保
健
補
導
員
等
研
究
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
演
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す

◆「オレンジテラス」のご案内
　認知症の人やそのご家族、地域の方が気軽に集
い、交流できる場所です。 専門知識を持つスタッ
フも参加しますので、お気軽にお出かけください。
◉日時　12 月７日（月）　
　　　　午前９時 30 分～午前 11 時 30 分
◉場所　保健センター１階リハビリ室
◉参加費　１００円（送迎希望は要事前連絡）

◆ 11月 30 日は「人生会議」の日

自分が希望する医療や介護を受けるために、自
分自身で前もって考え、周囲の人たちと話し合い、
共有することを「人生会議」と言います。
　地域包括支援センターでは、右記の講演会を開
催します。みなさんのご参加お待ちしています。

【人生会議講演会のお知らせ】
◉日時　11 月 30 日（月）
　　　　午後１時 30 分～午後３時
◉場所　役場２階会議室 
◉参加費　無料
◉申込み〆切　11 月 20 日（金）
◉演題　トランプをしながら一緒に人生会議
をしましょう
◉講師　花岡雅子氏
　　　　（北信総合病院）
◉その他　
〇送迎を希望される場合は、
　申込時にお伝えください。

【
講
演
１
】

◉
演
題　

健
康
長
寿
を
支
え
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～
保
健
補
導
員
の
魅
力　

再
発
見
～
』

◉
講
師　

今
村
晴は
る

彦ひ
こ

氏
（
長
野
県
立

大
学
大
学
院
健
康
栄
養
科
学
研
究
科　
　
　
　

准
教
授
）

◉
主
な
内
容

　

今
年
８
月
に
令
和
６
年
度
の
健
康
寿

命
の
全
国
順
位
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 

・
女
性
は
９
年
連
続
全
国
１
位

　
（
健
康
寿
命
８
５
・
６
歳
）

 

・
男
性
は
４
年
連
続
全
国
１
位

　
（
健
康
寿
命
８
０
・
９
歳
）

〇
長
寿
の
理
由

　

・
野
菜
摂
取
量
が
多
い

　

・
医
療
や
保
健
活
動
が
盛
ん

　
 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
保
健
補
導
員
等
）

　
　

に
よ
る
自
主
的
取
り
組
み

　

以
上
の
要
素
に
よ
り
、
長
野
県
の
健

康
長
寿
が
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

【
講
演
２
】

◉
演
題　

歳
を
と
る
ほ
ど
よ
く
な
る
脳

～
日
常
生
活
で
脳
を
鍛
え
る
～

◉
講
師　

篠
原
菊き
く

紀の
り

氏
（
公
立
諏
訪
東

京
理
科
大
学
特
任
教
授
）　

◉
主
な
内
容

　

歳
を
と
る
ほ
ど
「
脳
が
衰
え
る
」
と

否
定
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ

ま
で
の
知
識
や
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
日
々
の
生
活
で
脳
を
刺
激
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

脳
を
鍛
え
る
に
は
、
特
別
な
脳
ト

レ
を
す
る
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の

中
で
「
考
え
る
」「
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
す
る
」「
解
け
な
か
っ
た
問
題
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
」
な
ど
、
少
し
意

識
を
変
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
た
だ
繰
り
返
す
の
で

は
な
く
「
新
し
い
こ
と
を
や
っ
て
み
よ

う
」
と
考
え
る
時
間
を
大
切
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
【
健
康
福
祉
係
　
内
線
１
２
８
】
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第 63 回　高社山一周駅伝大会

　木島平村のチームが大差で優勝しました

　10 月４日、第 63 回高社山一周駅伝大会が木島平
村役場を発着で開催されました。中高の部では、村の
出場チームが後続に大きく差をつけてゴールし、優勝
を果たしました。
◉大会結果（敬称略）

◉木島平村スポーツ協会出場者（☆は区間賞）

第１区 長谷 怜
りょう

信
しん

（大町）第５区 小野澤道
みち

文
ふみ

（稲荷）

第２区 ☆木村大
ひろ

志
し

（北鴨） 第６区 鈴木士
と

愛
あ

（中町）

第 3 区 小田切香
こう

（中町） 第７区 ☆石川雄
ゆ う ま

麻（北鴨）

第 4 区 丸山 将
しょう

真
ま

（高石） 第８区 三橋大
は る と

翔（南鴨）

中高の部

優　勝 木島平村スポーツ協会

準優勝 山ノ内町スポーツ協会

第３位 中野市体育協会

オープンの部

優　勝 チーム NDF

準優勝 チーム池田

第３位 飯山栄チーム A

令
和
８
年
分  

所
得
税
・
消
費
税
の
説
明
会

　

信
濃
中
野
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
者
の
方
を
対
象

に
、所
得
税
お
よ
び
消
費
税
の
一
般
的
な
決
算
の
仕
方
、

並
び
に
確
定
申
告
に
当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い

て
、
左
記
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対象者 開催日時 開催場所 留意事項

事業所得を
有する方

12 月８日（火）
午前 10 時～正午

飯山市公民館
２階講堂

飯山市大字飯山 1436-1

事前予約制
定員 30 名

12 月９日（水）
午後２時～午後４時

中野市中央公民館
３階 301 講堂

中野市三好町１丁目
４－ 27

先着順
( 予約不要 )

定員各 25 名農業所得を
有する方

12 月９日（水）
午前 10 時～正午

12 月 11 日（金）
午前 10 時～正午

■事前予約の連絡先・問合せ
　信濃中野税務署　個人課税部門
　電話　0269（22）3153
　受付時間　平日午前９時～午後４時
※開催会場への直接の問合せはご遠慮ください。
※説明会で使用する資料は当日配付します。

■説明会の日時・場所

※ 12 月８日の飯山市公民館で
　の説明会は「事前予約制」で
　行います。参加を希望される
　方は左記までご連絡くださ
　い。（先着順）

個
人
事
業
者
向
け

今年のコースは村役場からスタート

優勝のトロフィーと賞状を掲げて記念撮影【生涯学習係　電話 0269（82）2041】
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きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

　

９
月
30
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て
、

東
京
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

旅
程
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、
予
定
通
り
に
全
て
の
日
程
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
京
大
学
、
国
会
議
事
堂
、
科
学

未
来
館
で
は
、
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
調
布
市
の

マ
ヨ
テ
ラ
ス
（
※
）
で
は
、
企
業
の

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
あ
る
こ
と
や
、
そ

の
努
力
の
お
か
げ
で
、
お
い
し
い
も

の
や
便
利
な
物
に
囲
ま
れ
て
生
活
で

き
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
よ
く
晴
れ
て
、
き
れ

い
な
海
を
見
な
が
ら
八
景
島
シ
ー
パ

ラ
ダ
イ
ス
で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
※
）
㈱
キ
ュ
ー
ピ
ー
が
運
営
す
る

　
　

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
博
物
館
の
こ
と

　

10
月
２
～
３
日
に
「
け
や
き
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

は「
共
創
」。
全
校
１
０
３
人
が
、「
生

徒
が
や
り
た
い
こ
と
を
生
徒
の
力

で
」
を
合
言
葉
に
、
企
画
か
ら
運
営

ま
で
を
自
分
た
ち
で
進
め
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
開
祭
式
や
意
見
文
・
英

語
ス
ピ
ー
チ
、
有
志
発
表
、
生
徒
会

企
画
の
謎
解
き
、
運
動
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
２
日
目
は
全
校
合
唱
や
学
年

合
唱
、
音
楽
部
演
奏
の
音
楽
会
で
、

体
育
館
が
美
し
い
音
色
で
満
た
さ
れ

ま
し
た
。

　

閉
祭
式
で
は
自
作
動
画
が
流
さ

れ
、
２
日
間
の
思
い
出
を
振
り
返
り

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
共
創
」
を

体
現
し
、
仲
間
と
協
力
す
る
楽
し
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

 

６
年
生

　
　

宿
泊
体
験
学
習

第
63
回
け
や
き
祭

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線１６２】

 

み
ん
な
で

　
　

カ
レ
ー
作
り
！

▲給食の先生を窓から応援

▲東京大学安田講堂前にて

▲練習を重ねた「大地讃
さん

頌
しょう

」

　

例
年
、
保
育
園
で
は
園
庭
で
火
を

焚た

き
、
羽
釜
を
使
っ
て
カ
レ
ー
作
り

を
行
い
ま
す
が
、今
回
は
雨
の
た
め
、

外
で
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
カ
レ
ー
作
り
で
は
、
５
歳

児
は
包
丁
を
持
ち
、
４
歳
児
は
ピ
ー

ラ
ー
で
皮
を
む
き
、
３
歳
児
は
玉
ね

ぎ
の
皮
を
む
き
と
、
協
力
し
て
野
菜

の
下
ご
し
ら
え
を
し
ま
し
た
。
給
食

の
先
生
が
仕
上
げ
の
調
理
を
行
っ
て

い
る
姿
を
応
援
し
、
で
き
あ
が
っ
た

カ
レ
ー
は
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
火
や
羽
釜
を
使
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
食
へ
の
関

心
や
協
力
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
る
体

験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
広
が
る
活
動

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
て
、
子
ど
も

が
裸
の
画
像
を
送
信
し
て
し
ま
う
「
児

童
ポ
ル
ノ
」
の
被
害
者
と
な
る
事
案
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

絶
対
に「
撮
ら
な
い
」「
撮
ら
せ
な
い
」

「
送
ら
な
い
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◉
児
童
ポ
ル
ノ
被
害
を
防
ぐ
に
は

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
係
る
犯
罪
被
害
を
受

け
た
子
ど
も
の
９
割
が
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
未
設
定
の
状
態
で
し
た
。
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
機
能
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
つ
い
て
、
家
族
内
で

利
用
の
ル
ー
ル
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

※
一
例

　

・
下
着
姿
や
裸
の
写
真
は
厳
禁

　

・
個
人
が
特
定
さ
れ
る
情
報
は
書
き

　
　

込
ま
な
い

　

・
知
ら
な
い
人
と
連
絡
を
取
ら
な
い

◉
困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口

〇
長
野
県
警
察
本
部
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

※
24
時
間
対
応

電
話　

０
２
６
（
２
３
２
）
４
９
７
０

子
ど
も
の
性
被
害

　
　
　
　
　

撲
滅
の
た
め
に

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補

オープンスクール

スポーツデイ開催

秋のキャリアウィーク

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

10
月
10
日
、
中
学
生
を
対
象
に
し
た
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
学
校
概
要
や
、
コ
ー
ス
ご

と
の
学
習
内
容
、
進
路
、
入
試
に
つ
い

て
説
明
し
た
後
、
２
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
授
業
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　

授
業
見
学
で
は
、
通
常
の
授
業
に
加

え
、
農
業
科
や
選
択
科
目
の
授
業
も
公
開

し
ま
し
た
。
理
科
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

は
、
生
徒
た
ち
が
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら

学
ぶ
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本

校
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
農
業
科
で
は
、

鶏
の
解
体
の
授
業
が
行
わ
れ
、
中
学
生
た

ち
は
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
実
習

を
、興
味
深
そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

今
回
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
通
し

て
、
本
校
の
学
び
や
授
業
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ（
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
）

を
開
催
し
ま
し
た
。
季
節
に
合
わ
せ
た
種

目
と
し
て
、
男
子
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
女
子
は
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
体
育
の

授
業
や
部
活
動
で
培
っ
た
技
術
を
生
か

し
、
仲
間
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
勝
利

を
目
指
す
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

教
職
員
も
チ
ー
ム
と
し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
参
加
し
、
生
徒
た
ち
と
と
も
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
こ
の
部
門
で
は
、
職

員
チ
ー
ム
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

競
技
中
は
も
ち
ろ
ん
、
応
援
に
も
熱
が

入
り
、
学
年
や
ク
ラ
ス
を
越
え
た
交
流
も

深
ま
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
仲

間
と
の
絆
を
確
か
め
合
い
、
笑
顔
と
歓
声

に
包
ま
れ
た
、
思
い
出
に
残
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
進
路
や
将
来
の
働
き
方
を

考
え
る
た
め
に
、
年
に
２
回
「
キ
ャ
リ
ア

ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
開
催
で
は
、
１
年
生
が
地
域
の
農

家
や
事
業
所
で
の
就
業
体
験
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
稲
刈
り
の
お
手
伝
い
や
、
果
樹

園
で
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
や
巨
峰
の
収

穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
農
業
に
直
接
触
れ
、
農
作
物
を

育
て
る
こ
と
の
大
変
さ
や
喜
び
を
学
ぶ
貴

重
な
機
会
で
し
た
。
ま
た
、
食
品
加
工
場

で
ジ
ャ
ム
な
ど
の
製
造
体
験
を
す
る
生
徒

も
お
り
、
商
品
加
工
の
過
程
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
が
、
地
域
の
産
業
へ
の
理

解
や
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
１
年
生

に
と
っ
て
将
来
や
進
路
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板
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広 

告

◆入会説明会
　毎月の第２水曜日（原則）午後１時 30 分から
　シルバー人材センター会議室
　（７月の第１火曜日と３月の第２火曜日は木島平村農村交流館で開催）

◆対象
　飯山市・木島平村に住所がある方
　原則 60 歳以上の方　働く意欲がある方

会員募集のお知らせ
家にいるだけじゃ、もったいない
シルバー人材センターでお仕事をして
健康寿命を延ばしませんか

お気軽にお問い合わせをお願いします

公益社団法人　飯山地域シルバー人材センター　電話 0269-63-2915
この広告は、「厚生労働省委託事業 高齢者活躍人材確保育成事業」を活用しています。

長野県からのお知らせ・その１
中小企業・小規模事業者向け

「サイバーセキュリティ対策特別相談窓口」が開設されました
◉前代未聞の情報漏えいに対して
　国内企業へのサイバー攻撃によって、大規模な情報漏えいの被害が多発していることを受け、10 月 27 日
から中小企業・小規模事業者へ向けた「相談窓口」を開設しています。
　長野県は、「長野県よろず支援拠点」や「中小企業基盤整備機構」において、相談を受付けています。積極
的にご活用ください。

◉特別相談窓口
窓口 対象の方 ウェブサイト

長野県産業振興機構

長野県よろず支援拠点

（ワンストップ相談窓口）

・サイバーセキュリティに対し、具体的な方法がわからない方

・ホームページの乗っ取りが心配な方

・どのような支援サービスがあるかわからない方

中小企業基盤整備機構

IT 経営サポートセンター
・IT や情報セキュリティを専門的に相談したい方

IPA 公式
ウェブサイト◉まずは、自社の対策状況の確認を

　IPA（情報処理推進機構）において、「中小企業の情報セキュリティ対策ガイドライン」を公開しています。
　自社でできる診断ツールを提供しているので、ぜひご活用ください。

長野県からのお知らせ・その２

「長野県収入証紙」を廃止します
　県に手数料などを納める際に使用している「長野県
収入証紙」を、以下のスケジュールで廃止します。
◉販売　令和９年９月末まで
◉使用　令和 10 年３月末まで
◉未使用の収入証紙の還付方法
　令和 9 年 10 月 1 日～令和 14 年９月末まで受付
※これ以前に還付したい場合は、右記まで。

◉収入証紙に代わる手数料の納付方法
〇「ながの電子申請サービス」でのオンライン納付
〇合同庁舎・警察署などに設置する決済端末の利用
※令和９年 10 月に本格始動開始

◉問い合わせ先　長野県庁会計局会計課
　電話　０２６（２３５）７３５１

◉問い合わせ先　長野県産業労働部産業政策課企画係　電話　０２６（２３５）７２０５
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地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

下高井農林高校そば部、表敬訪問
８月の大会の成果報告

　10 月５日、役場において、「第７回日本そば文
化学院全国高校生そば打ち大会」と「第 16 回全
国高校生そば打ち選手権大会」で好成績を収めた
高校生の皆さんが、村長へ成果報告を行いました。
　８月５日に群馬県太田市で開かれた「第７回大
会」では、部長の佐藤理

り

世
よ

奈
な

さん（南鴨）が個人
戦で優勝を果たしました。個人戦優勝は２年連続
の快挙です。さらに団体戦でも３位入賞と善戦し
ました。また、８月３日に東京都港区で行われた
「第16回選手権大会」では、団体戦で５位（敢闘賞）
入賞を果たしています。
　好成績に安住することなく、来年の大会への抱
負を語るなど、そば部とその支援者たちの歩みは
いよいよ力強くなっています。

バックヤードウルトラ国別対抗戦
木島平で限界に挑んだ男たち

　４月に開催されたバックヤードウルトラの、２
年に１度の国別対抗戦が、17 日の夜９時に開幕
しました。世界 69 か国の国々で同時スタートを
切ったアスリートたちは、１周6.7kmのルートを、
１時間で走り切ることを繰り返し、極限まで挑み
続けます。
　日本人選手団 15 人は、自らのコンディション
だけでなく、夜の雨や寒さ、日中の暑さにも翻弄
されながら、競技を続けました。
　最終的には、22 日の早朝までに、最長で
105LAP、全員では過去最多となる 1,038 周を得
点として積み上げ、世界４位となりました。
　１位のアメリカは 1,120 周を記録、３位のベル
ギーでは最長記録 124LAP を記録し、競技や大会
全体でも豊かな内容をもたらした世界大会となり
ました。

◀優勝を果たした佐藤さん

◀コースの起点は若者センター１階の入口。
　役場職員も時間をみつけては、旗を持って声援を送った。
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　こんにちは。活性化起業人の園
その

原
はら

と申します！
　10 月 18 日に早稲田大学で開催された「稲

とう

門
もん

祭
さい

2026」に、わせだいら稲門会が出店しました！

村の活性化起業人、
　　学生と一緒に、早稲田の杜で木島平の魅力を発信！

　今回の出店には、木島平
村役場の政策情報係から
阿部さん、宮島さんに加
え、これまでの連携ワーク
ショップに参加した学生
や、その後も木島平村に関
心を寄せてくれている早稲
田大学の学生 5 名も参加
してくれました！

　当日は、木島平村の新米をはじめ、村の酒米「金紋
錦」を使用した日本酒（水尾・志賀泉・北光）や、村
内の芳川養蜂場のはちみつなどを販売。木島平村なら
ではの食の魅力を、早稲田大学の卒業生や来場者の皆
さんに紹介しました。

　学生たちは、商品の販売だけでなく、それぞれが感
じた村の魅力や商品の特徴を自分の言葉で紹介。実際
に村を訪れた経験や、ワークショップを通じて知った
地域の魅力を来場者に伝えてくれました。
　大学と村との交流から生まれたつながりが、こうし
た実際の活動へと広がっています。これからも人と人
とのつながりを大切に、早稲田の杜から木島平村の魅
力を発信していきます！

【政策情報係　内線 113】

「村長の太鼓判」販売開始
待ちに待った実りの販売

　24 日、道の駅ファームス木島平にて、令和８年度
産「村長の太鼓判」販売開始イベントがありました。
　今回はゲストとして、村長の「太鼓判」プロモーショ
ン動画に出演していただいている俳優の竹内茉

ま

音
りん

さん
と菅原帆

ほ

波
なみ

さんが登場し、会場を盛り上げました。
　俳優のお二人は、村長とのトークショー、イベント
に訪れたお客さんにご飯やみそ汁を配ったり、お客さ
んにインタビューをしたりと、イベントに花を添えて
いただきました。
　会場では、８００円で炊き立ての「村長の太鼓判」
を賞味できただけでなく、出店した久世福商店の商品
など、数々の「ご飯のお供」が提供され、バラエティ
豊かな味わいを満喫できました。

▲提供されたご飯のお供の数々

▲竹内茉音さん ▲菅原帆波さん

▲村長もかぶりもので PR
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11月
村税等の口座振替日は 11 月 25 日㈬です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

ごみの処分量

燃える
ごみ処分量

令和８年 10月 令和７年 10月 前年同月比

57,230kg 59,130kg 97%

燃えない
ごみ処分量

令和８年 10月 令和７年 10月 前年同月比

5,490kg 3,830kg 143%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞 1,200kg 26.0 円 /kg 34,320 円

雑　誌 2,990kg 16.0 円 /kg 52,624 円

段ボール 1,290kg 16.0 円 /kg 22,704 円

紙パック 　30kg 6.0 円 /kg 　　198 円

合計 109,846 円

令和８年10月古紙の売払金額

有 

料 

広 

告

■ 11 月の納付税目等

 ・ 国民健康保険税
 ・ 介護保険料
 ・ 後期高齢者医療保険料
■納期限は 11 月 30 日（月）です。

村税の納付をお忘れなく

社協関係の行事は 36 ページ
「社協の予定」をご覧ください。

20

金
　

民
児
協
定
例
会

21

土　

22

日　

23

月　

24

火　

25

水　

26

木　

教
育
委
員
会
定
例
会　

15
時
～
17
時

　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

27

金　

事
業
所
エ
コ
プ
ラ
ザ　

14
時
～
14
時
30
分

28

土　

29

日　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

30

月　

人
生
会
議
講
演
会　

13
時
30
分
～

1

火　

2

水　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
11
時

3

木　

4

金　

議
会
12
月
定
例
会
開
会
日

5

土　

消
防
団
最
終
部
長
会

　

第
28
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
（
～
６
日
）

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

【税務会計係　内線１１２】

勤
労
感
謝
の
日
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12月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 24 野沢温泉村 0 1 27 その他 0 0 4

飯山市 0 3 140 栄村 0 1 18 《合計》 0 5 213

件 件 件 件 件件 件件 件10 月の出動件数（岳北消防本部）

守りたい　大事な人を　火災から

【11 月 20 日㈮～ 12 月 19 日㈯】

の人
権
か
る
た

　

の
り
こ
え
て　

み
ん
な
で　

い
く
ぞ　

楽
し
い
世
界

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉肺炎球菌・ロタウイルス・五種混合
　　　　　　　  　  ：11 月 27 日㈮

日にち：12 月14 日㈪
場所：木島平クリニック
受付：11：45 ～ 12：00
対象：令和８年５月 生

うまれ

　子育て中の保護者同士の交流・ふ
れあいの場として、地域の子育て家庭
に、おひさま保育園プレイルームを開
放します。
日時：保育園の開所している㈪～㈮
　　   9：00~11：30
場所：おひさま保育園プレイルーム　

予 防 接 種

◉ 11 月 24 日㈫　10：15 ～
※時間が異なります。ご注意ください。
　「かおり先生の食育教室」
　乳幼児の食育に関するお話をします。
◉ 12 月１日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び（製作）」
　季節の製作を楽しみましょう！
◉ 12 月８日㈫　10：15 ～
※時間が異なります。ご注意ください。
　「かおり先生の食育教室」
　乳幼児の食育に関するお話をします。
◉ 12 月16 日㈬　10：45 ～
※曜日と時間が異なります。ご注意
　ください。
　「お楽しみ会♪
　　～サンタさんが来るかも！？～」

おひさま教室おひさま広場

BCG 予防接種

6

日　

7

月　

8

火　

9

水　

議
会
12
月
定
例
会
一
般
質
問
（
～
10
日
）

10

木　

11

金　
　

12

土　

13

日　

14

月
　

15

火　

学
校
運
営
協
議
会

16

水　

議
会
12
月
定
例
会
閉
会
日

17

木　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

　

民
児
協
定
例
会
お
よ
び
総
会

18

金
　

最
終
区
長
会　

15
時
～

19

土　

20

日
　

広
報
配
布
日

家
庭
の
日
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No. 284

　９月２日、３日に行った一般質問では、７人の議員が質問
しました。
　また、傍聴者は延べ３人でした。「一般質問」は、各議員
の質問や提案等により、執行機関の見解や考え方を明らかに
するもので、大切な「政策論争の場」です。
　なお、次ページからの一般質問の要旨は、質問者自身で 
まとめています。
　一般質問の会議録は、各議員のページにあるQRコードからご覧いただけます。

令和８年９月定例会一般質問

１　山
や ま

浦
う ら

　　登
のぼる

① 令和７年度一般会計決算について
② 地区づくり懇談会について
③ 治山治水対策とその備えについて
④ 農業支援について
⑤ 予備自衛官等兼業特例法について

２　江
え

田
だ

　宏
ひ ろ

子
こ

① 「小・中学校のあり方」の今後の見通しについて
② 農産物のブランド化について
③ 外郭団体の「持続可能なあり方」について

３　山
や ま

本
も と

　隆
た か

樹
き ① 池の平の蓄電所について

② 「空き家対策」の現状は

４　湯
ゆ

本
も と

　直
な お

木
き

① 令和８年度６月議会での諸般の報告について
② 人工芝化された屋内運動場について
③ 上下水道の管理の実状と今後の整備計画について
④ 保育園、小中学校の教職員のハラスメント対応について

５　関
せ き

　　達
た つ

夫
お

① 人口は減っても住みやすさを増やす
② 村税等の未納金対策について
③ 米どころ木島平をもっと主張しよう
④ 次期村長選について

６　丸
ま る

山
や ま

　邦
く に

久
ひ さ

① �木島平村農業振興公社の令和７年度決算報告書と経営
改善について

② 木島平村の自主財源と産業振興の必要性について

７　山
や ま

﨑
ざ き

　栄
え い

喜
き ① 職員の採用等について

② 一般質問の答弁と先送りになった事項のその後について

次回定例会の開催予定

12月議会定例会

11月17日（火）午後５時
議会事務局へ直接お持ちいただき、
事務局員に説明をお願いします。

請願・陳情の受付締切日※現時点での予定です。

開　会　日　12月 ４日（金）
一般質問①　12月 ９日（水）
一般質問②　12月10日（木）
閉　会　日　12月16日（水）
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質　
問

　
治
山
治
水
は
政
治
の
基
本
。
今
日
の

自
然
災
害
が
多
発
す
る
状
況
下
で
の
対

策
は
。

質　
問

①
渇
水
対
策
は

　

昨
年
の
渇
水
対
策
を
機
に
、
た
め
池
の

設
置
や
深
井
戸
の
掘
削
な
ど
、
最
も
実
現

性
の
高
い
手
法
を
各
団
体
と
共
有
し
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
受
益
者
の
合
意
形
成
を

図
る
。

質　
問

②
河
川
敷
の
支
障
木
対
策
は

　

北
信
建
設
事
務
所
と
定
期
的
に
現
地
確

認
、
県
や
県
議
会
へ
要
望
、
建
設
事
務
所

と
連
携
し
た
計
画
的
な
河
川
管
理
を
推

進
。「
ふ
う
太
河
童
の
川
普
請
」
を
実
施
。

質　
問

③
土
砂
災
害
対
策
は

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
土
砂
災
害
防
止

法
に
基
づ
き
県
が
指
定
し
て
い
る
。
施
設

整
備
（
砂
防
ダ
ム
等
）
に
つ
い
て
は
県
が

中
心
に
進
め
て
い
る
。

産
業
課
長

建
設
課
長

村　
長

④
避
難
所
備
蓄
品
の
備
え
は

　

国
際
基
準
の
「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
で
は

な
い
が
、「
県
及
び
市
町
村
の
備
蓄
体
制

の
充
実
・
強
化
に
向
け
た
基
本
的
な
方
向

性
」
に
基
づ
き
、「
村
災
害
備
蓄
品
整
備

計
画
」
の
中
で
、
基
準
を
満
た
す
物
品�

及
び
数
量
の
分
散
備
蓄
を
行
っ
て
い
る
。

質　
問

　
地
区
づ
く
り
懇
談
会
は
、
開
催
地
区

が
限
ら
れ
て
い
る
。
令
和
７
年
度
の
懇

談
会
の
開
催
地
区
と
延
べ
参
加
人
数
は
。

総
務
課
長

　

９
地
区
で
開
催
、
参
加
人
数
は
延
べ
で

１
５
２
人
。

再
質
問

　
こ
の
懇
談
会
の
開
催
意
義
は
非
常
に

大
き
い
。
開
催
地
区
を
広
げ
る
考
え
は
。

総
務
課
長

　

村
の
施
策
を
直
接
地
域
の
皆
さ
ん
に�

説
明
し
、
意
見
交
換
が
で
き
る
重
要
な�

機
会
と
捉
え
、
積
極
的
に
開
催
を
促
す
。

質　
問

　

政
府
は
今
年
７
月
、
食
糧
法
を
改

定
。「
生
産
調
整
」
か
ら
「
需
要
に
応

総
務
課
長

じ
た
生
産
へ
」
と
、
主
食
の
米
生
産
か

ら
も
手
を
引
き
、
米
政
策
に
対
す
る
政

府
の
責
任
を
放
棄
し
た
。
今
年
の
Ｊ
Ａ

米
価
概
算
金
は
、
40
％
前
後
減
額
、
一

方
、
肥
料
、
資
材
の
高
騰
等
、「
こ
れ
で

は
農
業
が
で
き
な
い
」
と
、
悲
痛
な
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
農
業
の
衰
退
は
、

地
域
の
衰
退
に
つ
な
が
る
。
今
の
農
業

の
情
勢
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い

る
か
。
そ
の
支
援
策
は
。

村　
長

　

深
刻
に
受
け
止
め
、
極
め
て
厳
し
い
局

面
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
こ
の

状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
県
議
会
へ
「
米

価
動
向
を
踏
ま
え
た
農
業
経
営
の
安
定
対

策
の
充
実
」
の
陳
情
を
行
っ
た
。
農
地
の

集
積
・
集
約
化
に

よ
る
生
産
コ
ス
ト

の
低
減
、「
木
島
平

米
」
の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
と
販
路
拡

大
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

質　
問

　

６
月
議
会
に
続
き
再
度
質
問
す
る
。

　
こ
の
法
律
は
村
の
自
治
機
能
、
村
職

員
へ
の
影
響
、
将
来
へ
の
危
険
性
が
大

き
い
。「
一
朝
有
事
の
際
に
公
務
員
だ
か

ら
、
そ
う
で
な
い
か
ら
と
い
う
区
分
け

は
な
い
」
と
答
弁
さ
れ
た
。
集
団
的
自

衛
権
容
認
で
日
本
が
平
時
で
も
安
保
条

約
の
も
と
、
ア
メ
リ
カ
が
他
国
に
干
渉

し
、
紛
争
が
発
生
し
た
際
に
も
自
衛
隊

が
派
遣
さ
れ
る
。

村　
長

　
「
日
本
の
有
事
」
と
い
う
状
況
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
有
事
の
幅
が
広
が
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

再
質
問

　
本
法
は
「
徴
兵
制
に
結
び
つ
か
な
い
」

と
答
弁
さ
れ
た
が
、
そ
の
根
拠
は
。

村　
長

　

今
回
の
法
律
は
、
あ
く
ま
で
も
本
人
の

自
発
的
な
意
思
に
基
づ
く
兼
業
手
続
き
を

整
え
る
も
の
で
あ
る
。
強
制
的
な
兵
役
義

務
を
課
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
が
根

拠
で
あ
る
。

　

戦
争
の
準
備
で
は
な
く
、防
衛
力
、そ
れ

か
ら
災
害
対
応
力
の
強
化
と
考
え
て
い
る
。

一般質問会議録

「
こ
れ
で
は
農
業
が
で
き
な
い
」の
悲
痛
な
声

　
農
業
の
危
機
は
農
村
の
危
機
。農
業
支
援
は
喫
緊
の
課
題

山
浦
　
登 

議
員

秋の収穫

こ
の
ほ
か
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・�

令
和
７
年
度
一
般
会
計
決
算

　
に
つ
い
て

異
常
気
象
自
然
災
害
へ
の
備
え
は

地
区
づ
く
り
懇
談
会
開
催
を
広
げ
る

農
業
・
農
家
へ
の
支
援
策
は

再
度
「
予
備
自
衛
官

�
兼
業
特
例
法
」
を
質
す
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広
報
８
月
号
に
「
小
・
中
学
校
の
こ
れ

か
ら
に
つ
い
て
『
最
良
の
教
育
環
境
』
の

検
討
を
始
め
た
」
と
の
記
事
が
あ
っ
た
。

　
児
童
生
徒
数
の
減
少
や
中
学
校
校
舎

の
老
朽
化
等
を
踏
ま
え
た
今
後
の
方
向

性
、
重
視
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

◎
検
討
状
況
・
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

総
合
教
育
会
議（
※
）で
、
児
童
生
徒
数

の
推
移
や
施
設
の
老
朽
化
、
学
校
の
タ
イ

プ
別
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

上
で
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討

し
た
い
。

◎
今
後
の
方
向
性
・
重
視
す
る
点

　

現
在
の
学
校
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
、

小
中
学
校
の
統
合
、
複
合
型
施
設
な
ど
、

様
々
な
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
。　

　

安
全
・
安
心
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
通
い
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

で
き
る
木
島
平
な
ら
で
は
の
「
最
良
な
教

育
環
境
」
を
村
民
と
と
も
に
探
り
た
い
。

質　
問

※�

村
長
と
教
育
委
員
会
が
教
育
行
政
の
重
要�

課
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
会
議

◎
検
討
に
あ
た
り
大
切
に
し
た
い
こ
と

　

�

準
備
委
員
会
を
設
置
し
、
余
裕
を
持
っ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
、
村
民
や
保

護
者
の
多
様
な
ア
イ
デ
ア
や
意
見
を
尊

重
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
い
。

◎
検
討
状
況
の
公
表

　

会
議
録
を
作
成
・
公
表
す
る
と
と
も

に
、
広
報
等
を
通
じ
て
検
討
状
況
を
定
期

的
に
発
信
す
る
。

　
質　
問

①�

高
温
化
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
品
質
維
持

が
課
題
と
な
る
中
、「
村
長
の
太
鼓

判
」
を
含
む
木
島
平
米
の
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
は
喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
か
。

②�

米
以
外
の
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や

加
工
に
よ
る
付
加
価
値
の
創
出
は
。

③�

「
木
島
平
ブ
ラ
ン
ド
再
構
築
事
業
」
の

検
討
状
況
と
今
後
の
展
開
は
。

村　
長

①�

生
産
者
・
販
売
者
と
連
携
し
、
栽
培
・

販
売
の
両
面
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
を
推
進
。

②�

ふ
る
さ
と
納
税
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
通

じ
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て

い
く
。

　

�　
「
そ
ば
」
栽
培
で
、
販
売
ま
で
を
一

体
的
に
行
う
農
業
振
興
公
社
の
取
組
み

の
ほ
か
、「
特
産
品
開
発
奨
励
補
助
金
」

の
拡
充
等
に
よ
り
、
民
間
の
商
品
開
発

を
支
援
す
る
。

③�

外
部
専
門
家
の
指
導
の
も
と
、
地
域�

資
源
の
発
掘
・
整
理
を
進
め
て
い
る
。

　

�　

村
民
や
事
業
者
と
と
も
に
、
３
年
間

で
「
木
島
平
ブ
ラ
ン
ド
」
を
再
構
築

し
、
商
品
化
や
、
民
間
活
力
に
よ
る�

活
用
に
つ
な
げ
た
い
。

産
業
企
画
室
長

①�
現
時
点
で
「
村
長
の
太
鼓
判
」
に
代
わ

る
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
米
の
検
討
は
し
て

い
な
い
。
木
島
平
米
・
特
別
栽
培
米
全

体
の
品
質
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
む
。

②�

木
島
平
の
環
境
や
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
、

地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
信
し
、�

商
工
業
・観
光
業
と
も
連
携
し
て
、農
産

物
や
加
工
品
の
付
加
価
値
を
高
め
た
い
。

質　
問

　

社
協
、
観
光
振
興
局
、
農
業
振
興
公

社
は
、
村
民
生
活
へ
の
効
果
や
行
政
コ

ス
ト
の
抑
制
等
を
含
め
て
評
価
す
る
必

要
が
あ
り
、
採
算
面
だ
け
で
は
判
断
で

き
な
い
。

　
一
方
、
村
が
赤
字
を
補
助
金
で
補
い

続
け
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
。

　

村
と
し
て
の
各
組
織
の
位
置
づ
け

や
、
費
用
負
担
・
支
援
の
あ
り
方
は
。

村　
長

◎
外
郭
団
体
の
役
割
と
必
要
性

　

専
門
的
な
知
識
や
経
験
、
人
材
・
設
備

を
生
か
す
こ
と
で
、
村
直
営
よ
り
効
率

的
・
効
果
的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
。

　

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
観
光

や
、
今
後
さ
ら
に
重
要
と
な
る
介
護
な
ど

を
担
い
、
行
政
の
一
端
を
担
う
組
織
と
し

て
、
支
援
の
継
続
は
必
要
。

◎
財
政
負
担
の
あ
り
方

　

委
託
事
業
と
補
助
事
業
の
違
い
や
、
事

業
の
必
要
性
、
各
団
体
の
取
り
組
み
方
、

外
部
要
因
等
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

　

議
会
に
も
説
明
し
な
が
ら
、予
算
の
確
保

や
事
業
の
継
続
に
と
も
に
取
り
組
み
た
い
。

一般質問会議録

将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　「
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
」
に
向
け
て

少
子
化
の
状
況
下
、
こ
れ
か
ら
の

「
小
・
中
学
校
の
あ
り
方
」
の
検
討
は

木
島
平
米
を
は
じ
め
と
す
る

�

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
は

江
田
　
宏
子 

議
員

最良な教育環境をめざして
（木島平小学校のウェブサイトより）

外
郭
団
体
の
持
続
可
能
な
あ
り
方
は
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池
の
平
で
電
力
を
蓄
え
て
需
要
が
高

ま
る
時
間
帯
に
放
電
す
る
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
蓄
電
所
の
起
工
式
が
７
月
21

日
に
行
わ
れ
た
。

　
村
の
地
に
建
設
さ
れ
る
経
緯
と
蓄
電

施
設
の
概
要
、
メ
リ
ッ
ト
は
。

総
務
課
長

　

経
緯
と
し
て
は
、
蓄
電
所
事
業
の
適
正

上
、
高
圧
電
線
が
近
く
に
あ
る
こ
と
、
ま

と
ま
っ
た
土
地
が
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ

り
、
池
の
平
地
区
の
村
有
地
が
適
正
地
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
村
に
打
診
が
あ
っ
た
。

　

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
村
が
地
球
規
模

で
課
題
と
な
っ
て
い
る
温
暖
化
対
策
の
一

翼
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
点
、
村
有
財
産

の
活
用
に
よ
り
固
定
資
産
税
収
入
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
点
。

質　
問

　

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
大
型
車
の

通
行
の
安
全
対
策
は
。
ま
た
、
蓄
電
池

の
発
火
及
び
液
漏
れ
等
の
事
案
が
懸

念
さ
れ
る
。
万
が
一
、
発
火
及
び
液
漏

れ
を
起
こ
し
、
地
中
に
流
れ
込
ん
で
し

ま
っ
た
場
合
、
土
地
及
び
水
源
に
悪
影

質　
問

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。
そ
の
対
策

は
あ
る
か
。

総
務
課
長

　

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
令
和
８
年

～
９
年
に
か
け
、
土
地
の
造
成
、
基
礎
工

事
な
ど
を
行
う
。
令
和
10
年
に
蓄
電
池
の

設
置
を
し
、
令
和
10
年
10
月
以
降
に
事
業

を
開
始
す
る
予
定
。

　

安
全
対
策
と
し
て
、
工
事
車
両
は
地
域

住
民
の
利
用
す
る
道
路
を
走
行
す
る
た

め
、
注
意
喚
起
を
行
う
。

　

こ
の
蓄
電
所
は
、
各
種
法
令
上
の
許
可

や
規
制
を
ク
リ
ア
し
て
お
り
、
蓄
電
池
の

外
側
に
は
、
セ
ル
構
造
と
し
て
電
池
を
何

重
に
も
覆
う
た
め
、
液
漏
れ
等
の
心
配
は

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

整
備
さ
れ
る
事
業
は
、
事
業
面
積
が
約

８
７
３
０
㎡
、
事
業
規
模
で
蓄
電
容
量
が

16
万
４
８
０
kw
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
容

量
は
、
村
が
１
７
０
０
世
帯
と
し
た
場

合
、
１
世
帯
あ
た
り
月
に
約
４
０
０
kw
使

用
し
て
８
日
間
程
度
賄
え
る
計
算
と
な
る
。

質　
問

　
空
き
家
等
の
対
応
が
、
こ
れ
か
ら
持

続
可
能
な
村
の
一
歩
で
も
あ
り
、
空
き

家
所
有
者
、
関
係
者
へ
の
働
き
か
け
方

が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
最
新
の
空
き
家
等
の
状
況
と
、
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
可
能
性
の
あ
る
空
き
家

の
把
握
と
課
題
は
。

産
業
企
画
室
長

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
済
み
の
物
件
や

交
渉
中
の
物
件
、
ま
た
連
絡
先
が
わ
か
ら

な
い
物
件
な
ど
を
除
い
た
１
９
１
件
を
対

象
に
、
６
月
に
状
況
調
査
を
実
施
。

　

そ
の
調
査
の
中
で
、「
空
き
家
バ
ン
ク
へ

の
登
録
を
希
望
し
た
い
」
ま
た
は
「
検
討

中
」
と
回
答
い
た
だ
い
た
方
、
さ
ら
に
は

「
２
～
３
年
後
に
登
録
し
た
い
」
と
回
答
い

た
だ
い
た
方
の
う
ち
、
建
物
の
状
態
が
良

好
な
空
き
家
の
所
有
者
、
合
計
19
件
の
方

に
、
順
次
、
個
別
に
声
が
け
を
し
て
い
る
。

　

課
題
は
建
物
の
状
態
や
立
地
条
件
に

よ
っ
て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
が

難
し
い
こ
と
、
ま
た
、
い
ざ
と
な
る
と
所

有
者
が
「
登
録
は
保
留
し
た
い
」
と
い
う

ケ
ー
ス
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

　

所
有
者
の
心
情
や
事

情
も
様
々
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
も

丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

質　
問

　
２
０
２
３
年
12
月
に
「
特
定
空
家
等
」

に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
「
管
理
不
全
空

家
等
」
に
関
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
た
。

　
「
管
理
不
全
空
家
等
」
の
認
定
は
。

産
業
企
画
室
長

　
「
空
家
特
措
法
」
の
改
正
に
よ
り
、「
管

理
不
全
空
家
等
」
と
い
う
新
た
な
区
分
が

設
け
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
放
置
す
る
と
「
特
定
空
家

等
」
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
空
き
家
を

指
す
も
の
で
、
市
区
町
村
が
認
定
し
た
場

合
、
所
有
者
に
対
し
て
助
言
・
指
導
・
勧

告
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

勧
告
を
受
け
た
所
有
者
が
こ
れ
に
従
わ

な
い
場
合
に
は
、住
宅
用
地
の
特
例
が
解

除
さ
れ
、固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置
が
な
く

な
り
、税
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
と
な
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
村
で
は
「
特
定
空
家

等
」「
管
理
不
全
空
家
等
」
そ
れ
ぞ
れ
認

定
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
空
家
特
措
法
第
12
条
に
基
づ

き
、
管
理
が
不
十
分
な
所
有
者
に
助
言
等

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
認
定
が
必
要
と

な
る
場
合
に
は
、
法
律
に
基
づ
き
適
切
に

指
導
監
督
等
を
行
っ
て
い
く
。

一般質問会議録

池
の
平
に
大
規
模
蓄
電
拠
点
、
安
全
最
優
先
で

「
空
き
家
対
策
」
の
現
状
は

池
の
平
の
蓄
電
所
に
つ
い
て

山
本
　
隆
樹 

議
員
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令
和
８
年
６
月
第
２
回
定
例
会
の

「
諸
般
の
報
告
」
の
中
に
、
期
限
を
切
っ

た
回
答
が
数
件
あ
っ
た
の
で
、
確
認
の

意
味
も
含
め
て
伺
う
。

　
「
木
島
平
ブ
ラ
ン
ド
再
構
築
事
業
」
で

は
「
職
員
が
外
部
専
門
家
の
知
見
を
吸

収
し
、
自
ら
主
体
的
に
考
え
、
行
動
で

き
る
体
制
の
構
築
と
と
も
に
、
実
効
性

の
あ
る
取
組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め

る
」
と
の
回
答
だ
が
、「
自
ら
主
体
的
に

考
え
、
行
動
で
き
る
体
制
」
と
は
何
を

指
し
て
い
る
か
。

産
業
企
画
室
長

　

職
員
が
外
部
専
門
家
の
ノ
ウ
ハ
ウ
移
転

を
受
け
な
が
ら
、
主
体
的
に
事
業
に
取
り

組
む
も
の
と
し
て
い
る
。
外
部
専
門
家
に

訪
問
い
た
だ
き
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　

内
容
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
考
え
方

や
進
め
方
、
村
の
地
域
資
源
を
発
掘
・

抽
出
す
る
た
め
の
手
法
な
ど
で
、
こ
れ
ら

の
手
法
を
用
い
て
実
際
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
担
当
職
員
が

行
っ
て
い
る
。

質　
問

　

ま
た
、
販
売
現
場
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
移
転

も
並
行
し
て
進
め
て
お
り
、
道
の
駅
に
お

け
る
販
売
品
目
の
重
点
分
析
、
直
売
所
の

棚
割
り
研
修
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

質　
問

　
「
創
業
支
援
補
助
金
」、「
事
業
承
継
補

助
金
」
に
つ
い
て
は
、「
補
助
対
象
経

費
の
範
囲
や
上
限
額
に
つ
い
て
、
近
年

の
物
価
変
動
や
創
業
・
事
業
承
継
を
取

り
巻
く
実
状
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
検
討
す
る
」
と
の
回
答
だ

が
、
こ
の
件
は
、
移
住
定
住
の
促
進
に

も
つ
な
が
る
重
要
な
事
業
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
事
業
に
対
し
て
見
直
し
は
検

討
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
課
長

　

議
会
か
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
、
補
助
金

の
上
限
額
の
見
直
し
な
ど
、
制
度
の
拡
充

に
つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
、
拡
充
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
令
和
９
年
度
予
算
に
反
映
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
。

質　
問

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
検
討
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
、
８
月
27
日
の
議
会
全
員
協

議
会
で
説
明
が
あ
り
、
村
か
ら
は
「
堆

肥
セ
ン
タ
ー
の
村
内
設
置
を
堅
持
す
る
」

と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
発
言
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
見
解
で
よ
ろ
し
い
か
。

村　
長

　

最
終
的
に
ど
う
い
う
方
向
に
持
っ
て
い

く
の
か
、
検
討
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま
え

村
と
し
て
方
針
を
定
め
る
。
そ
の
際
に

は
、
も
っ
と
幅
広
く
意
見
を
聞
く
機
会
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

質　
問

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
、
自

然
的
な
人
口
減
や
施
設
の
経
年
劣
化
等

に
よ
り
、
年
々
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
る

ま
で
運
用
す
る
の
か
、
そ
の
指
標
に
つ

い
て
伺
う
。

建
設
課
長

　

汚
水
処
理
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
運
用
に
係

る
指
標
に
つ
い
て
は
、
利
用
人
口
の
推

移
、
維
持
管
理
費
、
施
設
や
管
路
の
老
朽

化
状
況
、
起
債
の
返
済
状
況
、
大
規
模
更

新
工
事
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
具
体
的
な
指

標
は
な
い
。

再
質
問

　
農
業
集
落
排
水
事
業
以
外
の
下
水
道

事
業
は
、
設
置
後
今
年
で
約
32
年
が
経

過
し
て
い
る
「
終
末
処
理
場
」
の
施
設

や
設
備
な
ど
、
大
規
模
な
改
修
工
事
が

必
要
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、

上
下
水
道
を
合
わ
せ
て
「
第
７
次
総
合

振
興
計
画
」
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
内

容
だ
け
で
十
分
な
の
か
。

建
設
課
長

　

現
在
、
村
で
は
「
水
道
個
別
施
設
計

画
」
及
び
「
下
水
道
個
別
施
設
計
画
」
を

基
本
と
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
策
定
し
た

「
第
７
次
総
合
振
興
計
画
」
に
沿
っ
て
計

画
的
な
維
持
管
理
と
更
新
を
進
め
て
い
る
。

　
「
第
７
次
総
合
振
興
計
画
」
の
内
容
を

基
本
と
し
つ
つ
も
、
社
会
経
済
の
情
勢
の

変
化
を
注
視
し
、
定
期
的
に
見
直
し
を
行

い
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

上
下
水
道
の
管
理
の
実
状
と

�

今
後
の
整
備
計
画
は

令
和
８
年
度
６
月
議
会
で
の

�

「
諸
般
の
報
告
」
に
つ
い
て

一般質問会議録

無
理
、
無
駄
、
斑ム

ラ

を
無
く
し
、
未
来
へ
必
要
な
投
資
を

湯
本
　
直
木 

議
員

こ
の
ほ
か
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・�「
人
工
芝
化
さ
れ
た
屋
内
運
動
場
」

に
つ
い
て

・�「
保
育
園
・
小
中
学
校
の
教
職
員
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
」
に
つ
い
て
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昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
数
値
が

出
た
。
人
口
は
５
年
前
よ
り
10
・
５
％

減
少
し
た
。
国
全
体
で
も
人
口
減
少
は

深
刻
で
あ
る
。
人
手
不
足
、
高
齢
化
で

経
済
活
動
も
縮
小
し
、
村
の
イ
ン
フ
ラ

コ
ス
ト
も
村
民
で
は
負
担
が
厳
し
く
な

る
。
村
の
経
済
を
支
え
る
商
工
業
者
も

事
業
展
開
は
大
変
だ
。

①�

村
の
商
工
業
者
数
は
減
少
し
て
い
る

が
事
業
承
継
、
後
継
者
問
題
な
ど
の

支
援
は
。
ま
た
庁
内
の
物
品
の
村
内

購
入
状
況
は
。

②�

行
政
事
務
は
広
域
６
市
町
村
で
多
岐

に
わ
た
り
業
務
の
共
同
化
を
行
っ
て

い
る
が
、
現
状
と
今
後
は
ど
う
し
て

い
く
か
。
厳
し
い
状
況
下
、
事
務
コ

ス
ト
を
軽
減
し
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
に

回
す
努
力
が
必
要
だ
。

産
業
課
長

①�

創
業
支
援
補
助
金
は
実
績
２
件
、
承
継

支
援
補
助
金
利
用
は
な
い
。
補
助
金
の

上
限
額
の
見
直
し
な
ど
、
制
度
拡
充
に

向
け
検
討
し
た
い
。

総
務
課
長

　

�

購
入
価
格
50
万
円
以
上
は
指
名
競
争
入

質　
問

札
で
対
応
。
可
能
な
限
り
、
村
内
経
済

の
循
環
、
経
費
節
減
を
勘
案
し
な
が
ら

購
入
し
て
い
る
。

村　
長

②�

今
、
多
岐
に
わ
た
り
共
同
事
務
処
理
を

行
っ
て
い
る
。
県
、
各
市
町
村
で
の
人

口
減
少
下
に
お
け
る
諸
課
題
を
持
ち
寄

り
、
ど
の
よ
う
な
共
同
事
務
処
理
が
可

能
か
、
連
携
す
る
必
要
の
事
業
は
あ
る

か
、
具
体
的
に
検
討
を
進
め
、
行
政
事

務
サ
ー
ビ
ス
が
持
続
可
能
な
形
で
提
供

さ
れ
る
体
制
を
整
え
る
。

質　
問

　

令
和
７
年
度
の
決
算
に
よ
る
と
、
村

税
、
上
下
水
道
料
、
国
民
健
康
保
険
税

の
未
納
が
多
額
に
存
在
す
る
。
公
正
、

公
平
な
税
の
負
担
を
求
め
る
未
納
金
の

管
理
保
全
体
制
は
機
能
し
て
い
る
か
。

　
村
内
に
お
い
て
、
外
国
籍
の
方
に
よ

る
土
地
や
家
屋
等
の
取
得
が
進
ん
で
い

る
。
他
で
は
税
の
徴
収
の
難
し
さ
も
聞

く
が
、
村
の
対
策
は
。

総
務
課
長

　

税
務
会
計
係
を
中
心
に
、
各
料
金
徴
収

担
当
者
と
日
々
情
報
共
有
し
、
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
。
徴
収
困
難
な
事
案
は
県�

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
な
ど
と
連
携
し
、

徴
収
に
務
め
て
い
る
。
外
国
人
と
の
税
の

文
化
の
違
い
な
ど
存
在
す
る
が
、
課
題
を

検
討
す
る
。

質　
問

①�

令
和
７
年
度
、村
の
ブ
ラ
ン
ド
米「
村

長
の
太
鼓
判
」
の
評
価
と
反
省
点
は
。

②�

村
ブ
ラ
ン
ド
米
生
産
者
の
努
力
で
米

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
10
年
連
続
金
賞
の
栄
を
受
け
た

が
、
米
の
値
段
が
低
下
す
る
と
、
資

材
な
ど
の
価
格
高
騰
で
経
営
は
大
変

に
な
る
。
金
銭
の
補
助
、
支
援
も
必

要
だ
が
、
が
む
し
ゃ
ら
に
木
島
平
米

を
宣
伝
す
る
こ
と
が
農
家
の
力
に
な

る
。
村
の
商
業
、
観
光
業
と
連
携

し
、
農
家
生
き
残
り
の
対
策
が
必
要
。

③�

低
価
格
と
米
余
り
に
な
る
と
、
国
の

施
策
で
は
米
つ
く
り
農
家
は
大
変
厳

し
く
な
り
、
山
間
地
で
は
不
耕
作

が
進
む
。
国
の
交
付
金
の
み
で
農
家�

経
営
を
支
え
ら
れ
る
か
。

村　
長

①�

Ｊ
Ａ
の
概
算
金
を
目
安
に
、
生
産
者
か

ら
買
い
取
り
額
を
設
定
し
募
集
し
た
。

米
の
市
場
値
段
が
高
騰
、
太
鼓
判
の
価

格
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

②�

観
光
振
興
局
へ
の
委
託
事
業
「
木
島
平

村
の
食
・
食
材
で
お
も
て
な
し
登
録

店
」
に
よ
る
情
報
発
信
を
進
め
て
い
る

地
元
産
の
食
材
活
用
を
通
じ
て
、
関
連

事
業
者
と
連
携
し
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
取
り
組
む
。

③�

農
家
経
営
は

厳
し
い
局
面

に
あ
る
と
深

刻
に
受
け
止

め
て
い
る
。

農
家
の
衰
退

は
地
域
の
衰�

退
に
直
結
す�

る
。
関
係
機

関
と
連
携
し
、�

農
家
に
寄
り

添
っ
た
対
策

を
講
じ
た
い
。

質　
問

　
令
和
９
年
２
月
21
日
任
期
満
了
と
な

る
村
長
選
挙
に
出
馬
さ
れ
る
か
。

村　
長

　

ま
だ
何
も
決
め
て
い
な
い
。

一般質問会議録

木
島
平
の
米
を
も
っ
と
食
べ
て
も
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宣
伝
を
広
く
展
開
せ
よ

関
　
達
夫 

議
員

人
口
は
減
っ
て
も
住
み
や
す
さ
を
増
や
す

米
ど
こ
ろ
木
島
平
を
も
っ
と
主
張
し
よ
う

村
税
等
の
未
納
対
策
は

次
期
村
長
選
に
つ
い
て
伺
う

収穫した米（モミ）の乾燥・貯蔵施設
（JAながの木島平カントリーエレベーター）
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質　
問

　
木
島
平
村
農
業
振
興
公
社
の
業
績
が

急
速
に
悪
化
し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
ま
で
は
当
期
利
益
が

１
０
０
万
円
以
内
の
欠
損
（
赤
字
）
に

お
さ
ま
っ
て
い
た
も
の
が
、
令
和
５

年
度
２
８
０
万
１
千
円
、
令
和
６
年

度
４
３
５
万
４
千
円
、
令
和
７
年
度

１
１
０
４
万
９
千
円
と
欠
損
額
が
急
速

に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。

　

特
に
、令
和
７
年
度
は
補
正
予
算

で
１
１
０
０
万
円
の
補
助
金
を
積

み
増
し
て
い
る
の
で
、
実
質
赤
字
は

２
２
０
４
万
９
千
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
業
績
悪
化
に
伴
い
、
繰
越
利
益

は
令
和
３
年
度
に
１
４
６
６
万
６
千
円

あ
っ
た
も
の
が
、
令
和
７
年
度
に
は�

マ
イ
ナ
ス
４
７
２
万
１
千
円
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
資
本
金
に
当
た
る
基
本
金
の

取
崩
し
額
が
令
和
５
年
５
０
０
万
円
、

令
和
６
年
１
０
０
０
万
円
、
令
和
７
年

７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
基
本
金
は
５
２
０
０
万

円
か
ら
３
０
０
０
万
円
へ
と
急
速
に
減

少
し
て
い
る
。
待
っ
た
な
し
の
経
営
改

善
が
必
要
と
考
え
る
。

村　
長

　

農
業
振
興
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

は
、
指
摘
の
と
お
り
令
和
５
年
度
以
降
、

悪
化
し
て
い
る
。
村
と
し
て
も
深
刻
に
受

け
止
め
て
い
る
。

　

補
助
金
を
積
み
増
し
て
も
欠
損
が
拡
大

し
て
い
る
と
い
う
状
況
は
、
単
な
る
一
時

的
な
落
ち
込
み
で
は
な
く
、
構
造
的
な
経

営
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

再
質
問

　

今
ま
で
公
社
の
経
営
改
善
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
て
き
た
か
。

　
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し

て
い
く
の
か
。

村　
長

　

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
決
算
報
告
を
基

に
施
設
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
、
資
金
繰
り

表
に
よ
る
早
期
の
経
営
改
善
の
把
握
、
販

売
価
格
の
適
正
化
な
ど
に
つ
い
て
助
言
・

指
導
を
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
欠
損
の
拡
大
と
基
本
金
の
取

崩
し
が
続
い
て
い
る
現
状
は
、
こ
れ
ま
で

の
指
導
が
十
分
な
実
効
性
を
持
ち
得
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

今
後
は
公
益
的
な
事
業
部
門
に
対
す
る

補
助
金
の
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を

精
査
し
、
必
要
な
額
を
適
切
に
交
付
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　

収
益
部
門
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
受

託
事
業
の
拡
大
や
施
設
管
理
コ
ス
ト
の
縮

減
、
販
売
価
格
の
適
正
化
を
促
す
と
と
も

に
、
業
務
量
に
応
じ
た
効
率
的
な
人
員
配

置
の
実
現
を
図
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

質　
問

　
自
主
財
源
が
50
％
を
超
え
て
い
る
自

治
体
で
は
、
地
方
税
の
多
く
は
誘
致
企

業
の
固
定
資
産
税
が
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
。

　
村
の
財
政
が
豊
か
に
な
り
、「
住
ん
で

良
か
っ
た
村
」
に
な
る
た
め
に
は
、
企

業
誘
致
や
創
業
支
援
が
必
須
で
あ
る
と

考
え
る
が
。

村　
長

　

企
業
誘
致
や
創
業
支
援
は
、
雇
用
の
創

出
、
人
口
の
定
着
、
税
収
の
底
上
げ
と
い

う
観
点
か
ら
、
い
ず
れ
も
重
要
な
施
策
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

再
質
問

　
企
業
誘
致
の
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

村　
長

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
か
ら
東
京
ま
で
最

短
１
時
間
40
分
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い

う
立
地
条
件
を
強
み
と
し
て
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
や
業
務
拠
点
の
分
散
設
置
を

検
討
す
る
企
業
に
対
し
て
、
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

　
考
え
て
い
て
も
前
に
進
ま
な
い
。
ま

ず
動
き
出
す
こ
と
が
大
事
。

産
業
課
長

　

検
討
を
進
め
た
い
。

一般質問会議録

「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

と
言
え
る
村
に
な
れ
ば
良
い

丸
山
　
邦
久 

議
員

農
業
振
興
公
社
の

�

経
営
改
善
の
指
導
を
問
う

企
業
誘
致
・
創
業
支
援
の

�

必
要
性
の
考
え
は

雪は村の財産
（スキー場から村を望む）
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質　
問

　
職
員
定
数
条
例
で
定
め
る
村
長
部
局

の
職
員
数
と
現
在
の
職
員
数
は
。

総
務
課
長

　

条
例
で
は
63
人
。
職
員
は
令
和
８
年
４

月
１
日
現
在
で
53
人
。

質　
問

　
今
年
度
の
退
職
予
定
者
数
と
来
年
度

の
採
用
予
定
者
数
は
。

村　
長

　

退
職
予
定
者
数
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確

定
し
て
い
な
い
。
採
用
予
定
者
数
も
確
定

し
て
い
な
い
が
、
退
職
者
数
に
相
当
す
る

数
を
採
用
し
た
い
。

質　
問

　
新
た
な
職
種
と
し
て
社
会
福
祉
士
を

募
集
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

村　
長

　

近
年
の
福
祉
分
野
で
は
、
健
康
、
貧

困
、
虐
待
、
身
寄
り
な
し
問
題
な
ど
、
複

合
的
な
課
題
が
多
く
、
権
利
擁
護
や
福
祉

制
度
の
活
用
を
専
門
と
す
る
社
会
福
祉
士

を
採
用
す
る
。

質　
問

　
現
在
の
保
育
園
児
数
と
来
年
度
の
園

児
の
見
込
み
数
は
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
配
置
基
準
に
基
づ

く
必
要
な
保
育
士
数
と
正
規
職
員
数
は
。

　

現
在
の
園
児
数
は
80
人
だ
が
、
今
後
入

所
予
定
者
が
５
人
い
る
。

　

来
年
度
は
、
入
園
申
し
込
み
は
こ
れ
か

ら
だ
が
70
人
の
見
込
み
。
必
要
保
育
士
数

は
、
園
長
・
園
長
補
佐
を
除
い
て
11
人
。

子
育
て
支
援
課
長

こ
れ
に
加
え
て
、
支
援
を
要
す
る
児
童
へ

の
加
配
等
に
対
応
す
る
職
員
が
必
要
。
現

在
の
正
規
職
員
数
は
、
園
長
・
園
長
補
佐

を
含
め
て
11
人
。

質　
問

　
職
員
の
定
員
管
理
調
査
に
お
い
て
、

同
規
模
自
治
体
と
比
較
し
て
多
い
部
門

と
そ
の
人
数
は
。

　
ま
た
、
県
か
ら
の
指
導
等
は
あ
っ
た

か
。

総
務
課
長

　

令
和
７
年
度
、
類
似
の
県
内
３
町
村
を

比
較
し
た
場
合
、
合
計
職
員
数
で
３
町
村

平
均
が
73
人
に
対
し
て
、
本
村
は
75
人
。

　

部
門
別
で
は
、
商
工
部
門
が
３
町
村
の

平
均
３
人
に
対
し
て
本
村
は
７
人
だ
が
、

移
住
定
住
や
ふ
る
さ
と
納
税
を
行
う
者
も

含
ん
で
の
数
値
。
税
務
部
門
で
は
平
均
２

人
に
対
し
て
本
村
は
４
人
。
総
務
企
画
部

門
で
は
、
平
均
18
人
に
対
し
て
本
村
は
14

人
。
県
か
ら
指
導
は
な
い
。

質　
問

　

行
政
事
務
職
員
に
つ
い
て
、
村
に�

住
民
登
録
し
居
住
す
る
と
い
う
要
件
を

外
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
ま
た
、
村
民
税
の
減
少
や
職
員
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
化
が
懸
念
さ
れ
る
が
対
策
は
。

村　
長

　

近
年
、
村
内
の
応
募
者
が
少
な
い
こ
と

や
、
村
内
に
賃
貸
住
宅
な
ど
十
分
に
な
い

と
い
っ
た
事
情
も
考
慮
し
て
の
措
置
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
発
行
す
る
公
正

な
採
用
選
考
を
め
ざ
し
て
の
中
に
、
居
住

地
に
よ
っ
て
応
募
者
を
限
定
す
る
こ
と

は
、
問
題
事
例
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
に
根
差
し
た
職
員
と
な
る
た
め
、

採
用
後
に
村
へ
の
居
住
を
促
す
と
と
も

に
、
研
修
の
充
実
等
に
よ
り
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
図
っ
て
い
く
。

質　
問

　
集
落
支
援
員
配
置
の
そ
の
後
は
。

総
務
課
長

　

実
態
調
査
の
結
果
を
受
け
、
区
と
連
携

し
て
検
討
し
て
い
く
。

質　
問

　

各
集
落
の
集
会
施
設
改
修
補
助
の�

そ
の
後
は
。

総
務
課
長

　

将
来
的
な
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
継

続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

一般質問会議録

人
口
減
少
時
代
に
対
応
し
た
村
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
落
支
援
を
！

山
﨑
　
栄
喜 

議
員

職
員
の
採
用
は
適
正
か

村のコントロールタワー　役場庁舎

集
落
の
支
援
を
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くす玉割により開会

作品展示（若者センター）

商工会　子どもに大人気の「フアフア」

商工会による餅つき

好天に恵まれ大勢の人で賑わう

JAながの　恒例の「塩すくい」

　
「
咲
か
そ
う
自
分
ら
し
さ 

響
か
そ
う
み
ん
な
の
想
い
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
た
「
第
47
回
木
島
平
村
民
祭
」
が
10
月
31
日
、
好
天
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
日
頃
の
学
習
成
果
を

披
露
す
る
作
品
展
示
や
華
や
か
な
芸
能
発
表
を
は
じ
め
、
多
彩
な

出
店
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
物
が
立
ち
並
び
、
終
日
多
く
の
来

場
者
の
笑
顔
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
一
日
と
な
っ
た
こ
の
日
、
会
場
は
朝
か
ら

大
勢
の
村
民
ら
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
幅
広
い
世
代
が
手
掛
け
た
絵
画
や
工
芸
品
な
ど
、
個
性
あ

ふ
れ
る
作
品
が
ず
ら
り
と
並
び
、
訪
れ
た
人
々
は
じ
っ
く
り
と
鑑

賞
し
な
が
ら
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
芸
能
発
表
で
は
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
す
る
出
演
者
た
ち
へ
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
ほ

か
、
地
域
の
味
や
体
験
が
楽
し
め
る
出
店
ブ
ー
ス
も
活
気
に
満
ち

あ
ふ
れ
、
参
加
し
た
村
民
の
一
人
は
「
み
ん
な
の
想
い
が
届
い
た

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
一
日
に
な
っ
た
」
と
声
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
に
ぎ
わ
い
と
温
か
な
交
流
、
そ
し
て
村
民
一
人
ひ
と
り

の
輝
き
を
実
感
さ
せ
る
、
実
り
豊
か
な
秋
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

咲
き
誇
る
個
性
、響
く
想
い

第
47
回
木
島
平
村
民
祭
、

笑
顔
あ
ふ
れ
盛
況
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第
74
回
長
野
県
公
民
館
大
会
が
９
月
17
、
18
の
２
日
間
、
須
坂
市
内
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
の
公
民
館
関
係
者
ら
が
一
堂
に
会
し
、
基
調
講
演
や
課
題
別
の
分
科

会
を
通
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
公
民
館
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
基
調
講
演
で
は
、
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
の
田
中

健
一
氏
が
「
時
を
超
え
て
学
ぶ
、
命
の
バ
ト
ン
─
千
曲
川
豪
雨
災
害
の
記
憶
と
、
次

代
を
拓ひ

ら

く
公
民
館
の
『
真し

ん

の
※
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
』
～
変
わ
ら
な
い
絆
と
、
進
化
す
る
備

え
が
創
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
～
」
と
題
し
て
講
演
。
地
域
の
災
害
の
記
憶
を

未
来
へ
つ
な
ぎ
、
進
化
す
る
防
災
・
減
災
体
制
を
整
え
る
重
要
性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、
信
州
古
民
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
須
坂
市
）

の
井
上
陽
介
氏
が
登
壇
。「
目
的
を
ど
こ
に
お
く
の
か
～
公
民
館
は
目
的
な
の
か
手

段
な
の
か
～
」
と
い
う
視
点
か
ら
問
題
提
起
を
行
い
、
参
加
者
は
地
域
に
お
け
る
公

民
館
の
本
来
の
役
割
や
存
在
意
義
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

大
会
２
日
目
に
は
８
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、
現
場
が
直
面
す
る
具
体
的
な
課
題

を
検
討
。「
ど
う
し
た
ら
若
者
が
公
民
館
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る
か
」
と
い
っ
た

身
近
な
テ
ー
マ
を
め
ぐ
り
、
参
加
者
同
士
が
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
、
今
後
の
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
実
践
的
な
知
見
を
共
有
し
ま
し
た
。�

（
公
民
館
長　

高
木　

良
男
）

会場の須坂市文化会館（メセナホール）

分科会では熱心な議論が交わされた

第
74
回
長
野
県
公
民
館
大
会
、
須
坂
市
で
開
催

「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」
へ
熱
弁
／

若
者
の
参
加
促
進
な
ど
議
論
深
め
る

①　おひさま保育園

②　ナーレフア　マモ

③　ハートフルアンサンブル

④　プアキエレ

⑤　ハーラウナーレイ
　　オナープナニ

⑥　木島平合唱団

⑦　Blue Flames

⑧　長谷川秀良

⑨　松本　進一

⑩　TAKEDA YASUHIRO

⑪　度々旅支度

⑫　鬼島太鼓

⑬　RI・ZU・MU

⑭　Beat☆Hearts

⑮　Beat☆Hearts OG

⑯　ダンス合同チーム

⑰　からす踊り保存会

芸能発表会出場者
　　　　　　  （敬称略）

③ハートフルアンサンブル ④プアキエレ

⑥木島平合唱団 ⑫鬼島太鼓

⑯ダンス合同チーム ⑰参加者全員による「からす踊り」

※レジリエンス…「困難や逆境に直面したときに、しなやかに立ち直り適応する力」
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10
月
18
日
、「
村
民
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
が
開
催
さ

れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
体
験
型
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
融
合
し
た
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）
ス
ポ
ー
ツ
「
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｏ
（
ハ
ド
ー
）」
が
登
場
し
、
大
勢
の
村

民
が
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
「
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｏ
」
は
、
頭
部
に
Ａ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
、
腕
に
モ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
サ
ー
を
装
着
し
、
画
面
上
に
現
れ
る
エ
ナ
ジ
ー
ボ
ー
ル
や
シ
ー

ル
ド
を
駆
使
し
て
戦
う
Ａ
Ｒ
競
技
。

　

参
加
し
た
村
民
は
、
最
初
は
慣
れ
な
い
最
新
機
器
に
緊
張
し
た
様

子
を
見
せ
て
い
た
も
の
の
、
ゲ
ー
ム
が
進
む
に
つ
れ
て
笑
顔
が
見
ら

れ
、
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
。「
は
じ
め
は
緊
張
し
た
が
、
慣
れ
る

に
し
た
が
っ
て
と
て
も
楽
し
く
な
っ
て
き
た
」
と
声
を
弾
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
見
守
っ
た
保
護
者
か
ら
も
「
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
で
も
ぜ
ひ
活
用
し
た
い
」
と
好
感
触
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

指
導
を
務
め
た
企
画
会
社
Ｓ
ａ
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
（
サ
ク
ー
ル
）
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
金
井
さ
ん
は
「
昭
和
世
代
の
方
は
最
初
こ
そ
抵
抗
感

を
持
た
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
コ
ツ
を
掴
む
と
子
ど
も
た
ち
以

上
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
汗
も
か
き
、
体
感
と
し
て
も

『
ス
ポ
ー
ツ
』
と
し
て
の
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
の
が
魅

力
で
す
」
と
手
応
え
を
語
り
ま
し
た
。

　

世
代
を
超
え
て
運
動
の
楽
し
さ
を
再

発
見
す
る
、
実
り
あ
る
１
日
と
な
り
ま

し
た
。

分
館
人
権
同
和
教
育
学
習
会
を

�

開
催
し
ま
し
ょ
う
！

注
目
ｅ
ス
ポ
ー
ツ「
Ｈ
Ａ
Ｄ
Ｏ
」を
初
体
験

世
代
超
え
て
熱
戦

　
「
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）」
を
は
じ
め
、「
戦
争
と

人
権
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
に
つ
い
て
幅
広

く
取
り
上
げ
、
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

曜
日
や
時
間
を
問
わ
ず
、
人
権
同
和
教
育
指
導
員

が
、
各
分
館
に
伺
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
指
導
員
か
ら
の
説
明
、
資
料
の
提
示
、
関

係
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
の
視
聴
、
意
見
交
換
等
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
決
ま
っ
た
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

時
間
も
、
各
分
館
の
希
望
や
都
合
に
合
わ
せ
て
設
定
し

て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
10
月
１
日
現
在
で
18
分
館
か
ら
開
催
依

頼
が
あ
り
、
既
に
９
分
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
11
、
12
月
で
、
９
分
館
で
開
催
予
定
で
す
。

　

ま
だ
、
申
し
込
ま
れ
て
い
な
い
分
館
も
、
い
つ
で
も

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
木
島

平
村
人
権
推
進
室
（
電
話
８
２--

２
０
４
１
）
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

共
に
考
え
、
学
び
合
え
る
場
に
し
た
い
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

和栗分館学習会和栗分館学習会

北鴨分館学習会北鴨分館学習会

　

10
月
の
「
せ
っ
こ
塾
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
が

「
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
：
姿
勢
や
身
体
機
能
の
改
善
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

正
し
い
身
体
の
使
い
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
で
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務

め
る
、N
-fit

の
西
澤
孝
仁
氏
。
第
一
線
で
活
躍
す
る
プ

ロ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
直
接
、
一
人
ひ
と
り
の
身
体
の

ク
セ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
普
段
の
生
活
で
は
意
識
し
に
く
い
イ
ン

ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
へ
の
効
果

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が

実
践
を
交
え
て
紹
介
さ
れ

た
。
指
導
を
受
け
た
参
加

者
か
ら
は
「
プ
ロ
の
視
点

に
よ
る
細
や
か
な
ア
ド
バ

イ
ス
の
お
か
げ
で
、
身
体

の
変
化
を
実
感
で
き
た
」

「
姿
勢
や
動
き
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
、
大
き
な
成
果

を
感
じ
て
い
る
」
と
い
っ

た
満
足
の
声
が
多
く
聞
か

れ
、
健
康
的
な
身
体
づ
く

り
に
向
け
充
実
し
た
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
学
級

「
せ
っ
こ
塾
」

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
鍛
え 

姿
勢
改
善
へ

�

―
プ
ロ
の
技
に
手
応
え N

-fi
t 

西
澤
氏
招
き
講
座
―自分の体を知るよい機会に

Ａ
Ｒ
技
術
で
汗
流
す
！ 

村
民
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

ゴーグルからは異次元のディスプレイが

ARゴーグル
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公民館報　2026.11（No.606）

　私が紹介するのは、あまんきみこさんの作品「おにたのぼうし」で
す。「鬼は悪」。むかしっから決まっていること。みんな言うし、どの本
にもそうやって描いてあります。でもこの本を読んでいて、ふと我に返
りました。どんなものにも良い悪いがあるように、鬼の中にもいい鬼も
いるはずです。最初は「鬼は悪い」という思い込みで読んだあと、もう
一度「いい鬼もいる」という気持ちで読み返すと、この絵本、また違っ
たメッセージを届けてくれました。あまんきみこさんの作品は、国語の
教科書に何度も出てきます。旧満州で生まれて、その時の心苦しさをも
とに、人の優しさや虚しさを問いかける作品をたくさん残しています。
絵本は、どの年齢でも素敵な時間を与えてくれます。秋の夜長、ちょっ
と一息、「おにたのぼうし」読んでみてくださいね。

　　　　　　　　　　　　往郷911-7 若者センター内　82-3111（内線206）
　　　　　　　　　　　　月曜日休館　開館時間・平日９時～17時45分／土日祝８時30分～17時15分

刑務所の文章教室（大塚敦
あつ

子
こ

）、ゼロから分かる！図解大相撲入門（佐々木一
いち

郎
ろう

）、いますぐ防犯（佐成
なる

三
み

）、おいしいキノコ狩
り図鑑（戸

と

門
かど

剛
ごう

）、あの日のチョコレート（江國香
か

織
おり

ほか）、燃える夜空に星ちりばめて（実
じつ

石
いし

沙
さ

枝
え

子
こ

）、スーシェと巡るクリス
ティーの世界旅行（デビッド・スーシェ）、明治のナイチンゲール大

おお

関
ぜき

和
ちか

物語（田中ひかる）、それはどこでも起こり得る（ブ
レイディみかこ）、ホルモー燦

さん

燦
さん

 （万
ま

城
き

目
め

学
まなぶ

）、沈黙の患者（南杏
きょう

子
こ

）、乱
らん

鴉
あ

の空（あさのあつこ）、雫
しずく

峠
とうげ

 （砂原浩
こう

太
た

朗
ろう

）、80代に
なるとたいていボケるか死ぬ。70代は神様から与えられた特別な時間（林真

ま

理
り

子
こ

）、帳
とばり

の向こう（國
こく

分
ぶん

功
こう

一
いち

郎
ろう

／若林正
まさ

恭
やす

）

しらべるふうけいのずかん（おかべたかし）、薬
くすり

のひみつ（東
とう

京
きょう

都
と

薬
やく

剤
ざい

師
し

会
かい

）、はじめてのひこうきずかん（スタジオタッククリエ
イティブ）、まこちゃんとコトバロボ（村

むら

上
かみ

しいこ）、よるのはくあき（かわさきしゅんいち）、ねこねこねこちゃん（でくねいく）

『おにたのぼうし』

著者：あまんきみこ
　絵：いわさきちひろ

今月の一冊今月の一冊 木島平小学校　市村　昌平 先生

新着図書

児童図書

図書館　　だより

ちっちゃな図書館

新
聞
を 

読
み
て
世
事
知
る 

長
き
夜�

ゆ
き
枝

膝
の
子
や 

読
経
で
眠
る 

秋
彼
岸�

修
　
好

今
月
の
俳
句 

　

自
分
た
ち
の
活
動
を
村
の
芸
術
文
化
の
振
興
に

つ
な
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

あ
な
た
の
好
き
、
楽
し
い
が
村
の
豊
か
な
文
化

に
な
り
村
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

木
島
平
村
芸
術
文
化
協
会
に
は
、
現
在
11
団
体

が
入
会
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
じ
て
、
村
夏
ま
つ
り
に
併
せ
て
の
調

布
市
文
化
協
会
と
の
交
流
会
、
村
民
祭
で
の
発

表
・
展
示
な
ど
村
の
文
化
活
動
を
盛
り
上
げ
る
イ

ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

芸
術
文
化
協
会
に
入
会
し
て
、
現
在
の
活
動
を

よ
り
広
く
地
域
の
人
達
に
知
っ
て
も
ら
い
、
新
し

い
仲
間
と
出
会
い
、
活
動
の
輪
を
広
げ
る
機
会
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

協
会
で
は
、
活
動
費
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。

　

や
っ
て
み
た
い
．
や
り
た
い
を
協
会
全
体
で
応

援
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
公
民
館
事
務
局
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
（
電
話
８
２--

２
０
４
１
）

�

芸
術
文
化
協
会
長　

山
本　

広
子

村
芸
術
文
化
協
会
か
ら

�

入
会
の
ご
案
内

令
和
８
年
度
木
島
平
村
芸
術
文
化
協
会
構
成
団
体

①
　
か
ら
す
踊
り
保
存
会

②
　
茶
道
ク
ラ
ブ

③
　
文
化
刺
繍
日
本
画

④
　
木
島
平
合
唱
団

⑤
　
ふ
で
の
会

⑥
　
み
ゆ
き
野
コ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

⑦
　
囲
碁
同
好
会

⑧
　
和
敬
会

⑨
　
茜
会

⑩
　
郷
む
す
び
結

⑪
　
ナ
ー
レ
フ
ア
　
マ
モ
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ふれあいネットワークふれあいネットワーク

11/18（水）○�無料法律相談（相談
員…長野県弁護士会
派遣弁護士）
○�集まろう！通いの場
「ピース」

11/19（木）○安心買い物ツアー

11/25（水）○ふれあいランチ

11/28（土）○�赤い羽根共同募金
「映画上映会」

12/ 2（水）○�心配ごと相談（相談員…人権擁護委員）

12/ 3（木）○�集まろう！通いの場「ピース」

12/ 9（水）○ふれあいランチ

12/16（水）○�集まろう！通いの場
「ピース」

12/17（木）○安心買い物ツアー

12/23（水）○ふれあいランチ

12/24（木）○安心買い物ツアー

No. 394

発行：社会福祉法人
　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字住郷908-3
TEL：0269（82）4888

11/15
12/31

〜

社協の予定

木島平村社協
公式ウェブサイト

第35回 ふれあい広場第35回 ふれあい広場

ご協力いただきました皆様ありがとうございました。
おかげ様で、たくさんの方の“ふれあいの場”となりました。

“育もう絆と力”をテーマに、各ボランティア団体のご協力をいただき、
様々な催しを実施しました。

を開催しました

ふれあいステージ

ちょこっとボランティア

つくしの家コーナー

募金／収集コーナー
シルバー人材センター
〜しめ縄販売ブース〜

こども祭り

作品展示

ふれあい休憩所

車椅子・シニアカー
乗車体験
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社協だより　2026.11（No.394）

　第２、４水曜日を活動日とし、
地域ボランティアの協力のもと
配食サービスを行っています。
１食：400円　昼食のみ

（11時～12時の間にお届けします）

【対象となる方は下記のとおりです】
⃝一人暮らしの高齢者、障がい者
⃝高齢者、障がい者のみの世帯
⃝昼間高齢者、障がい者のみとなる世帯

調理に興味のある方、配達にご協力いただける方を募集してい
ます。一緒に活動してみませんか。
� 問合せ先：社協 0269（82）4888

ふれあいランチだよりふれあいランチだより

栄養豊富な、手作り
お弁当はいかがですか？
  ご利用を希望される方は、
　　木島平村社協まで
　　ご連絡ください。

【10月14日】
・ごはん　
・メンチカツ
・おでん　
・サクラエビ入り卵焼き
・かぼちゃサラダ　・芋なます

ふれあいランチボランティア募集

【10月28日】　
・きのこご飯
・やわらか甘辛チキン
・アミエビとピーマンの炒め物
・大学いも　・ナポリタン
・りんごのコンポート／柿

譲ってください

　介護予防事業“ヘルスアップ・ラボ”で
使用させていただきます。「家庭で不要
になった」「処分に困っている」など、
譲っても良いものがありましたら、社協

（82）4888までご連絡ください。

ランニングマシン

ステッパー

振動マシン

フィットネスバイク

　

10
月
26
日
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
員
６
人
と
農
林
高
校
３

年
産
業
創
造
コ
ー
ス
24
人
で
ボ
ッ
チ
ャ
を
通
し
て
交
流
し
ま

し
た
。

　

高
校
生
が
講
師
と
な
り
、
８
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
ル
ー
ル

や
点
数
の
計
算
の
仕
方
、
ボ
ー
ル
を
ど
こ
を
狙
っ
て
投
げ
れ

ば
よ
い
か
な
ど
、
チ
ー
ム
内
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、
年
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、
夏
は
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
員
が
講
師
と
な
り
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
員
に
と
っ
て
も
、
自
分
の
持
っ
て
い

る
ス
キ
ル
を
活
か
せ
る
こ
と
が
生
き
が
い
に
つ
な
が
り
、
ま

た
、
高
校
生
と
の
関
り
が
元
気
に
つ
な
が
る
良
い
交
流
に

な
っ
て
い
ま
す
。

老人クラブ連合会と農林高校生とのボッチャ交流



　    9.27          市之割    池田　光
こう

希
き

　   （拓
たく

矢
や

 ・英
え

里
り

香
か

）

こんにちは赤ちゃん

世帯と人口 11 月 1 日現在
（令和 7 年国勢調査に基づく推計値）

1,851（-３） 1,954（−１） 3,805（−４）1,551（+1）

◆令和８年 11 月 13 日（毎月 1 回発行）　　◆第一企画株式会社

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

　

村
長
ひ
と
こ
と
（
125
）

「
Ａ
Ｉ
元
年
」

　

Ａ
Ｉ
の
進
歩
が
止
ま
ら
な
い
、
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
４
月
号
で
も
書
き
ま
し
た
。
２
０
２
６
年
は
、

世
の
中
が
大
き
く
変
わ
る
「
Ａ
Ｉ
元
年
」
と
言
わ
れ
る
で
し
ょ

う
。
私
た
ち
が
期
待
し
て
い
る
の
は
、
人
類
に
幸
福
を
も
た
ら

す
進
歩
で
す
。

　

し
か
し
、
期
待
と
は
逆
の
方
法
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
企

業
へ
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
情
報
漏
洩
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
を
多
く
持
っ
て
い
る
大
企
業
ほ
ど
狙
わ
れ
て
い
ま

す
。
中
に
は
情
報
管
理
が
専
門
の
企
業
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

国
や
自
治
体
に
も
多
く
の
情
報
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
個
々

の
事
案
に
対
応
す
る
た
め
、
共
有
で
き
な
い
個
人
情
報
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
独
自
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
を
し
、
信
頼

で
き
る
と
さ
れ
る
企
業
に
管
理
を
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
安
心
で
き
な
い
の
が
今
の
現
実
で
す
。

　

医
療
、
産
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
Ａ
Ｉ
に
期
待
す
る
分
野

は
様
々
で
す
。
し
か
し
多
く
の
研
究
は
ま
だ
途
上
に
あ
り
、
人

類
へ
の
貢
献
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
有
効
活
用
が
ま

だ
ま
だ
研
究
段
階
で
あ
る
一
方
で
、
悪
用
す
る
方
法
は
瞬
く
間

に
広
が
っ
て
い
る
、
ま
さ
に
「
好
事
門
を
出
で
ず
、
悪
事
千
里

を
行
く
」
で
す
。

　

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
に
も
個
人
情
報
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。
便
利
に
使
っ
て
い
る
人
ほ
ど
、
多
く
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
設
定
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ア
カ
ウ
ン
ト
は
言
わ
ば
そ
の

人
の
部
屋
で
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は
そ
の
部
屋
を
開
け
る
鍵
で
す
。

中
々
覚
え
ら
れ
ず
、
簡
単
な
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
い
ま
わ
し
し
が

ち
で
す
。
面
倒
で
も
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

11 月掲載承諾分動きの人人人人
※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

ごめいふくをお祈りします

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 2,300 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。

    　誕生日　        集　落　         氏　　名              父・母

自然劇場

　  10.          5             中　町     　仲山　武
たけ

夫
お

　　   （95）
　  10.          6             糠　千     　外山　美

よし

弘
ひろ

　　   （92）
　  10.18             西　町     　関　カズエ　　   （86）
　  10.22             栄　町     　石本　はる　　（106）
　  10.24             栄　町     　小林　とき　　   （99）
　  10.27             市之割     　高橋　陸

むつ

夫
お

　　   （85）
　  10.27             内　山     　竹内凜

りん

太
た

郎
ろう

　　   （‐）
　  10.27             北　鴨     　渡邉　忠

ただ

義
よし

　　   （82）

編集
秘話

タテ書きとヨコ文字

　 記 事 を 作 る と
き、タテ書きにす
るかヨコ書きにす
るか、必ず悩みま
す。そのせいで、思わず立ち止まることがあります。
　今回、タテ書きで決めた記事の中に、ヨコ文字の
アプリ名が列挙されていて、どう書くか悩みました。
　こういうとき、新聞紙や雑誌ではどう書いている
のか調べたり、アプリの会社のガイドラインを調べ
たりします。アプリの名前は「商標」なので、うっ
かり改変するわけにはいきません。悩んだ末の回答
は、６ページの下段の記事をご覧ください。

　  10. 6           中　町    松本　彬
あき

史
ふみ

　   （好
よし

仙
のり

 ・美
み

由
ゆ

紀
き

）
PayPay
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